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ずっと前の古典アラビア語講読の授業のノートをもとに作ったアラビア語と日本語の対訳です。アラビ

ア語には母音符号をつけています。 

先生の講義内容は正しかったはずですが、受講者の不注意のため、このノートにはいくつか間違いもあ

るかと思います。ご容赦下さい。 

この冊子は同タイトルのＷｅｂページに、 順次掲載しているものをまとめたものです。 

お気づきの点、ご質問等がございましたら、http://arabiago.jimdo.comのページからご連絡をお願いしま

す。 

 Ⅴ巻では古典詩と文法の書をとりあげました。古典詩は普段使わないような言葉がたくさん出てくるの

で、対訳だけではなく、単語ごとの意味もある程度、載せています。詩は抜粋です。 

・『海人の真珠』はマカーマートで有名なُّ الَْحَرِيرِى ハリーリー著の ةُُّ اصُِّفِىُّأوَْهَامُِّلُّْٱدُرَّ لْخَوَاص ُّٱغَوَّ  
(直訳すれば『上流階級の（文法的）誤りについての海人の真珠』)という本です。 

・シーバワイヒの文法書についてはⅣ巻にある通り、後の文法書の基になったものです。 

・ムアッラカートには幾つも注釈書がありますが、その一つُّ ِوْزَنى タラطَرَفَةُُّ、ザウザニーの注釈つきでالَزَّ

ファの詩を紹介しています。 

ام ハマーサ詩集はُّالَْحَمَاسَة・  。アブー・タンマーム編纂のものです أبَُوُّتَمَّ

ラビード・ブン・ラビーアの詩もムアッラカートの中に選ばれていますが、ここに挙げたも لَبِيدُُّبْنُُّرَبِيعَةَُّ・

のはそれとは別の詩です。 

・ラーミーヤはل Ｌ脚韻の詩です。  
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１．さまざまな詩句 （アッバース朝以降のもの） 

 

  لْمَالُ هَيِّن  ٱفَ  لْوُد  ٱإِذَا نِلْتُ مِنْكِ 

私があなたからの愛を手に入れたと

き 

金銀はささいなものとなった 

  لتُّرَابِ تُرَابُ ٱل ذِى فَوْقَ ٱوَكُلُّ 
地の上にあるすべてのものは 

土となった 

 （ムタナッビー作）  )اَلْمُتَنَبِّى(

   

 

 

  مَشْرَفِي ةُ عِنْدَهُ لْ ٱإِلَ   1وَلََ كُتْبَ 
彼のもとにおいては剣以外に文書は

ない（武力に訴える） 

 また大軍以外に使節はない  لْعَرَمْرَمُ ٱلْخَمِيسُ ٱوَلََ رُسُل  إِلَ  

 （ムタナッビー作）  )اَلْمُتَنَبِّى(

 軍隊（五つの部分から編成されている）： خَمِيس        剣： مَشْرَفِي ة  

1 本来は  。だが、詩の韻律に合わせるために母音を省いている  كُتُبَُّ

 

   詩では韻律に合わせるために、このように母音を省いたり、逆にスクーンであるはずのところに母音

を入れたり、またタンウィーンがあるはずのものを省いたり、逆に本来２段変化でタンウィーンがない

はずものを３段変化にしてタンウィーンをつけたり、接尾代名詞の母音が違っていたりすることがあり

ます。 

そのような現象については必ずしも説明をつけていません。 
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 لدُّجَىٱلْفَجْرِ مِنْ غِمْدِ ٱسُل  سَيْفُ 
暁の刀が暗黒の鞘から抜かれた 

 夜は未明の衣を脱いだ  لْغَلَسْ ٱلل يْلُ مِنْ ثَوْبِ ٱوَتَعَر ى 

 （イブン・ワキーウ作）  )اِبْنُ وَكِيعٍ(

   

 

  كَانَتْ فَمًا لَوْ رَأَيْتَهُ وَتَفْتَحُ وَلََ 

彼女は―開かなくても良いのに―口

を開く 

あなたがそれを見れば 

  لن ارِ يُفْتَحُ ٱتَوَه مْتَهُ بَابًا مِنَ  
地獄の一つの門が開かれたかのよう

に想像するだろう 

  （作者不詳） 

وَلََ كَانَتْ )فاتحةً(  ： 否定の願望文。主文وَتَفْتَحُُّفَمًا の中に挿入されている。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

   

 

   

  لش مْسَيْنِ غَائِبَة  ٱفَلَيْتَ طَالِعَةَ 
二つの太陽のうち、昇るものが沈め

ばよいのに 

  تَغِبِ  لش مْسَيْنِ لَمْ ٱوَلَيْتَ غَائِبَةَ 
そして沈んだ太陽が沈まなければよ

かったのに 

  )اَلْمُتَنَبِّى(

（死んだ人への追悼。太陽に例え、本

物の太陽が沈み、その人が死ななけ

ればよかったのに）（ムタナッビー作） 
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نْسَانُ صَبْرَاٱأَيُّهَا      人よ、忍耐せよ    لِْْ

 困難の後に楽しみがやって来る  لْعُسْرِ يُسْرَاٱإِن  بَعْدَ 

نْ كَا بْرَ لص  ٱاِشْرَبِ      忍耐を飲め    وَاِ 

بْرِ أَمَر اٱنَ مِنَ   たとえそれが没薬より苦くても  لص 

  （作者不詳） 

 صَبِر の二つの意味がある。後者の意味では通常はُّ「没薬」、「忍耐」 ： صَبْر  

بْرِ ٱإِنْ كَانَ أَمَر  مِنَ  の比較級 普通の語順にするとمُر ُّ： أمََر ُّ لص   

   

 

 

２．『海人の真珠』から １ 

  لَْْرْيَاحُ مُقَايَسَةً عَلَىٱوَيَقُولُونَ هَب تِ 
人々は、ُُّهَبَّتُِّالْْرَْيَاح （風 pl.が

吹いた）と言い、それは 

  قَوْلِهِمْ رِيَاح  وَهُوَ خَطَأ  بَيِّن  وَوَهْم  
احرِيَُّ （風 pl.）と言われるところから

類推してのことだが、 

  مُسْتَهْجَن  
それは明らかな間違い、卑しい考

えである。 

وَابُ أَنْ يُقَالَ هَب تِ ٱوَ   。と言う هَبَّتُِّالْرَْوَاحُُّ、正しくは  رْوَاحُ لَْْ ٱلص 
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  لرُّم ةِ ٱكَمَا قَالَ ذُو 
例えば、ズー・ルンマが次のように

詠んだように。 

  لَْْرْوَاحُ مِنْ نَحْوِ جَانِبٍ ٱإِذَا هَب تِ 
マイイの家族がいる方角から風が

吹いたとき 

 風が吹くことが私の心を乱した  هَاجَ قَلْبِى هُبُوبُهَا بِهِ أَهْلُ مَى  

ن مَاٱوًى تَذْرِفُ هَ   両眼は恋慕の涙を流す  لْعَيْنَانِ مِنْهُ وَاِ 

  هَوَى كُلِّ نَفْسٍ حَيْثُ كَانَ حَبِيبُهَا
全ての人(魂)の恋慕はその恋人が

いるところにある 

  لِكَ أَن  أَصْلَ رِيحٍ رِوْح  لْعِل ةُ فِى ذ  ٱوَ 

その理由は رِيح （風）の元は 

 という語根から روح

 。であるからだ رِوْح派生した  وْحِ لر  ٱشْتِقَاقِهَا مِنَ لِِ

ن مَا يحِ ٱلْوَاوُ يَاءً فِى ٱأُبْدِلَتِ  وَاِ   に ى が و で رِياح や رِيح  لرِّ

يَاحِ ٱوَ    لِلْكَسْرَةِ قَبْلَهَا لرِّ
変えられたのは、ただ、その前の

カスラのためである。 

 という形で複数形 أروَاح、しかし  فَإِذَا جُمِعَتْ عَلَى أَرْوَاحٍ فَقَدْ سَكَنَ مَا 

 、の前はスクーンで و、にされると  ل تِى تُوجِبُ ٱلْعِل ةُ ٱلْوَاوِ وَزَالَتِ ٱ قَبْلَ 

  قَلْبَهَا يَاءً 
に変える必要となる理由が消 ى

滅する。 

  ذَا وَجَبَ أَنْ تُعَادَ إِلَى أَصْلِهَا كَمَا فَلِه  
このためにその元に戻す必要があ

る。同様に 
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  لت صْغِيرِ ٱلس بَبِ فِى ٱذَا أُعِيدَتْ لِه  
縮小形を作るときも、この理由で戻

され、 

 。と言う（小さい風） رُوَيْحَة  فَقِيلَ رُوَيْحَة  

  وَنَظِيرُ قَوْلِهِمْ رِيح  وَأَرْوَاح  قَوْلُهُمْ فِى 

と言うのに似たも أرَْوَاح、 رِيح

のは、ثَوْب （服）、حَوْض（水溜） 

  ثَوْبٍ وَحَوْضٍ ثِيَاب  وَحِيَاض  جَمْعِ 

の複数形として言う ثِيَاب 、

 。である حِيَاض

  فَإِذَا جَمَعُوهَا عَلَى أَفْعَالٍ قَالُوا أَثْوَاب  
それを أفَْعَال の型で複数形にす

るなら、 

 。と言う أحَْوَاض、 أثَْوَاب  وَأَحْوَاض  

  فَإِنْ قِيلَ فَلِمَ جُمِعَ عِيد  عَلَى أَعْيَادٍ 
もしعِيد （祭り）は何故أعَْيَاد とし

て複数形にされるのか 

  شْتِقَاقِهِ مِنْ عَادَ ٱلْوَاوُ بِدَلََلَةِ ٱ وَأَصْلُهُ 

動詞 َُّيَعُود عَاد という派生の証

拠により、元はو であるのにと 

 、言われるなら、その答えは  لْجَوَابُ عَنْهُ ٱفَ  يَعُودُ 

  جَمْعُ  لِكَ لِئَلَّ  يَلْتَبِسَ أَن هُمْ فَعَلُوا ذ  
楽器の） عُود、の複数形と عِيد

ウードリュート）の、 

  ..... عِيدٍ بِجَمْعِ عُودٍ 
複数形が混同されないようにした

のだ。・・・・ 

   لْخَبَرِ الُوا أَيْضًا هُوَ نَشْيَانُ لِ وَكَمَا قَ 
また、هوُّنَشْيَانُُّللخبر （ニュース

をよく知る＝早耳）と言うが、 

  لسُّكْرِ ٱبَيْنَهُ وَبَيْنَ نَشْوَانَ مِنَ يَفْرُقُوا لِ 
それは酒に اننَشْوَُّ （酔っている）と

区別するためである。 
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  وَمِم ا يَعْضُدُ أَن  جَمْعَ رِيحٍ عَلَى 
として複数形に أرْوَاح を ريح

することを支持するものの中に 

  أَرْوَاحٍ مَا رُوِىَ أَن  مَيْسُونَ بِنْتَ 
次のような伝承がある。マイスー

ン・ビント・バハダルが 

ابَحْدَلٍ    وِيَةَ وَنَقَلَهَا مِنَ ت صَلَتْ بِمُع  ٱ لَم 
ムアーウィヤと結ばれ、彼女を沙

漠からシャームへ 

  لْحَنِينَ ٱلش أْمِ كَانَتْ تُكْثِرُ ٱ لْبَدْوِ إِلَىٱ
移すとき、彼女は自分の国の人々

への慕情と 

 。故郷の思い出を募らせた  لت ذَكُّرَ لِمَسْقَطِ رَأْسِهَاٱوَ  إِلَى أَنْسَابِهَا

  وَهِىَ تنُْشِدُ ذَاتَ يَوْمٍ سْتَمَعَ عَلَيْهَا ٱفَ 
そして、ある日、彼は彼女が次の

ように吟じるのを聞いた。 

 風にはためくテントのほうが  حُ فِيهِ لَْْرْوَاٱلَبَيْت  تَخْفِقُ 

 そびえる城より私には好ましい  أَحَبُّ إِلَى  مِنْ قَصْرٍ مُنِيفِ 

  عَيْنِى 1وَلُبْسُ عَبَاءَةٍ وَتَقِر  
粗末な外衣で心楽しい（目が涼し

い）ほうが 

 薄物を着るより私には好ましい  لشُّفُوفِ ٱأَحَبُّ إِلَى  مِنْ لُبْسِ 

  وَأَكْلُ كُسَيْرَةٍ فِى كِسْرِ بَيْتِى
テントの横でパンくずを食べるほう

が 

  لر غِيفِ ٱإِلَى  مِنْ أَكْلِ  أَحَبُّ 
形の整ったパンを食べるより私に

は好ましい 

يَاحِ بِكُلِّ فَج  ٱوَأَصْوَاتُ    لرِّ
谷あいの道を吹き抜ける風の音の

ほうが 

 太鼓を打つ音より私には好ましい  لدُّفُوفِ ٱأَحَبُّ إِلَى  مِنْ نَقْرِ 
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  اقَ دُونِىلطُّر  ٱوَكَلْب  يَنْبَحُ 
私の前で夜訪れる者に吠える犬の

ほうが 

 良く馴れた猫より私には好ましい  أَحَبُّ إِلَى  مِنْ قِط  أَلُوفِ 

لَْْظْعَانَ صَعْب  ٱر  يَتْبَعُ وَبَكْ    
ラクダかごの後に続く強情な若い

ラクダのほうが 

 良く走るラバより私には好ましい  أَحَبُّ إِلَى  مِنْ بَغْلٍ زَفُوفِ 

نَحِيف  وَخِرْق  مِنْ بَنِى عَمِّى    
従兄弟達の中の痩せた寛大な男

のほうが 

 太った野蛮人より私には好ましい  أَحَبُّ إِلَى  مِنْ عِلْجٍ عَلِيفِ 

  لَْْبْيَاتَ قَالَ مَا ٱةُ وِيَ فَلَم ا سَمِعَ مُع  
ムアーウィヤはその詩句を聞いた

とき、言った。 

  بْنَةَ بَحْدَلٍ حَت ى جَعَلْتِنِىٱ رَضِيتِ 
バハダルの娘よ、あなたは私を太

った野蛮人にするまで 

  عِلْجًا عَلِيفًا
満足しないのか(そこまで言わない

と気が済まなかったのか)。 

   が省略されていると考える أنの前のَُّْ تَقِرَُّّ 1

３．『海人の真珠』から ２ 

  لْيَاءِ ٱيَقُولُونَ مِائَة  وَنَيْف  بِإِسْكَانِ 

人々は ى をスクーンにして 

فيُّْمِائَةُّوَنَُّ   （百余り）と言うが 

وَابُ أَنْ يُقَالَ نَيِّف  بِتَشْدِيدِهَاٱوَ    لص 
正しくはシャッダにして نَي ف と言

うべきである。 

  وَهُوَ مُشْتَقٌّ مِنْ قَوْلِهِمْ أَنَافَ عَلَى 
それは何かの上にそびえる（見下

ろす）とき  
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  هِ ىْءِ إِذَا أَشْرَفَ عَلَيْ لش  ٱ
ٱلشَّىْءُِّأنَافَُّعَلىَُّ  と言うのから

派生している。 

  لْمِائَةِ صَارَ ٱ فَكَأَن هَا لَم ا زَادَ عَلَى
なぜなら、１００を超えたとき、あた

かも１００の上にそびえる 

  عَلَيْهَالْمُشْرِفِ ٱبِمَثاَبَةِ 
（見下ろす）のと同様になるからで

ある。 

  لش اعِرِ ٱوَمِنْهُ قَوْلُ 
それについて詩人の詠んだものが

ある。 

 私は丘に住んでいた その頂は   سُهَا أْ حَلَلْتُ بِرَابِيَةٍ رَ 

 すべての丘を見下ろしていた    عَلَى كُلِّ رَابِيَةٍ نَيِّفُ 

  لن يِّفِ فَذَكَرَ ٱخْتُلِفَ فِى مِقْدَارِ ٱوَقَدِ 
の量については意見が様々 نَي ف

であり、アブー・ザイド 

  لْعَقْدَيْنِ وَقَالَ ٱزَيْدٍ أَن هُ مَا بَيْنَ أَبُو 
は、それは１０と１０の間（１０以下）

だと述べ、他の者は 

 。１から３までと言っている  لث لََّثَةِ ٱلْوَاحِدِ إِلَى ٱمِنَ غَيْرُهُ هُوَ 

  فِيمَا  رَ مَا يُسْتَعْمَلُ لْبِضْعُ فَأَكْثَ ٱفَأَم ا 
については、たいていの場 بِضْع

合、３から１０までの 

 。ものに使われている  لْعَشْرِ ٱإِلَى  ثِ ل  لث  ٱ بَيْنَ 

  لْعَقْدِ ٱيلَ بَلْ دُونَ نِصْفِ وَقِ 
一説には、そうではなく１０の半分

以下とも言われる。 

لُ إِلَى ٱلْقَوْلُ ٱوَقَدْ أَثِرَ    لن بِىِّ عَلَيْهِ ٱلَْْو 
第１の説は預言者〈彼に平安あ

れ〉による、至高なる神 

 。の、次の言葉の注釈に由来する  لس لََّمُ فِى تَفْسِيرِ قَوْلِهِ تَعَالَى ٱ
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  وَهُمْ مِنْ بَعْدِ غَلَبِهِمْ سَيَغْلِبُونَ فِى 
「彼らは打ち破られた後、いずれ勝

利を得るだろう、 

  سِنِينَ ضْعِ بِ 
数年のうちに。（コーラン３０章３～

４節）」 

   

４．『海人の真珠』から ３ 

  لد الِ وَقِيَاسُ ٱوَيَقُولُونَ دَسْتُور  بِفَتْحِ 
人々はد をファトゥハでدَسْتُور

（兵籍簿）と言っているが 

  لد الِ ٱمِّ فِيهِ أَنْ يُقَالَ بِضَ لْعَرَبِ ٱ كَلََّمِ 
アラビア語の類型ではدをダンマで

言うべきである。 

  كَمَا يُقَالُ بُهْلُول  وَعُرْقُوب  وَخُرْطُوم  

例えば هْلوُلبُُّ  （道化師）、

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           、（ひかがみ） عُرْقوُب

  م ا جَاءَ عَلَى وَجُمْهُور  وَنَظَائِرُهَا مِ 

公）جُمْهُور 、（象の鼻） خُرْطُوم

衆）などفعُْلوُل の型に 

  فُعْلُول  
属する、それに類するもののよう

に。 

  إِذْ لَمْ يَجِئْ فِى كَلََّمِهِمْ فَعْلُول  بِفَتْحِ 

なぜなら、彼ら（アラブ）の言葉に

はف （第１語根）がファトゥハの 

 の型はないからだ。但し فَعْلوُل  سْمُ ٱإِلَ  قَوْلُهُمْ صَعْقُوقُ وَهُوَ لْفَاءِ ٱ

  لْيَمَامَةِ ٱبِ قَبِيلَةٍ 
وقصَعْقُُّ  というヤマーマ（地名）

の１部族の名は別である。 

اجُ ٱ يهِمِ قَالَ فِ    لْعَج 
彼らについてアッジャージュが詠

んでいる。 
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  مِنْ آلِ صَعْقُوقَ وَأَتْبَاعٍ أُخَرْ 
「サアクークの一族とその他の従

者から」 

  لْوَهْمَ  قَوْلُهُمْ أَطْرُوش  ٱذَا وَيُشَاكِلُ ه  

この誤った考えに似たものに、彼

らの言葉で طْرُوشأَُّ   

وَابُ ضَمُّهَا ٱلَْْلِفِ وَ ٱ بِفَتْحِ    لص 

（耳の不自由な人）と、أをファトゥハ

で言うことがあるが、正しくはダン

マである。 

  كَمَا يُقَالُ أُسْكُوب  وَأُسْلُوب  

例えば أسُْكُوب （流水）、

 。のように （方法） أسُْلوُب

  لط رْشَ لَمْ يُسْمَعْ فِى كَلََّمِ ٱعَلَى أَن  
という語根は純粋なアラビ طرش

ア語には 

نَتْهُ أَشْعَارُ ٱ لْعَرَبِ ٱ   لْعَرْبَاءِ وَلََ تَضَم 
聞かれないし、詩人の牡馬達（優

れた詩人達）の詩にも 

 。現れない  عَرَاءِ شُّ لٱ فُحُولِ 

  لَْْوْهَامِ قَوْلُهُمْ لِمَا يُلْعَقُ ٱذِهِ وَنَقِيضُ ه  

この誤りと対照的なものは、なめら

れるものを لعُُوق 、 

  سْتَفُّ سُفُوف  وَلِمَا يُمَصُّ وَلِمَا يُ لُعُوق  

（丸薬として）飲まれるものを

 すすられるものを、سُفوُف

 とこれらの名詞の最初 مُصُوص  ذِهِ ه   فَيَضُمُّونَ أَوَائِلَ مُصُوص  

 をダンマで言うものだが、それらは  فِى كَلََّمِ وَهِىَ مَفْتُوحَة  لَْْسْمَاءِ ٱ

 。アラビア語ではファトゥハにする  لْعَرَبِ ٱ

  كَمَا يُقَالُ بَرُود  وَسَعُوط  وَغَسُول  

例えばبَرُود （目薬）、سَعُوط 

（嗅ぎ薬）、غَسُول （洗剤）。 
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 、（生徒） تَلْمِيذ、これに似たものに  ذَا قَوْلُهُمْ تَلْمِيذ  وَمِم ا يُشَاكِلُ ه  

  وَطَنْجِير  وَبَرْطِيل  وَجَرْجِير  
賄） بَرْطِيل、（揚げ鍋） طَنجِير

賂）、 

  قِيَاسِ كَلََّمِ  بِفَتْحِ أَوَائِلِهَا وَهِىَ عَلَى
のように最初（水がらし） جَرْجِير

をファトゥハで言うものがあるが、 

  لْكَسْرِ ٱلْعَرَبِ بِ ٱ
アラビア語の類型ではカスラであ

る。 

  لْمِثاَلِ إِلَ  ٱذَا مْ يُنْطَقْ فِى ه  إِذْ لَ 

というのも、この型では 

 としか فِعْليِل をカスラで ف

  لْفَاءِ كَما قَالُوا صِنْدِيد  ٱبِكَسْرِ بِفِعْلِيلٍ 

言わないからだ。例えば 

 قِطْمِير、（指導者）صِنْدِيد

  وَغِطْرِيف  وَمِنْدِيل  وَقِطْمِير  

（ナツメヤシの皮）、غِطْرِيف（著

名な人）、مِنْدِيل (ハンカチ)。 

  ن  قَوْلَ عْلَب  فِى بَعْضِ أَمَالِيهِ أَ وَذَكَرَ ثَ 
サアラブ（学者の名）はある口述

(書きとり)の中で言っている。 

  لْحِسَابِ تَلِّيسَة  بِفَتْحِ ٱلْكُت ابِ لِكِيسِ ٱ
書記達の言葉では計算の袋のこと

を、誤った考えで 

وَابَ ٱمِم ا وَهَمُوا فِيهِ وَأَن  لت اءِ ٱ   لص 
と言うが تَل يسَة をファトゥハで ت

正しくはカスラである。 

يسَة  كَسْرُهَا    كَمَا يُقَالُ سِكِّينَة  وَعِرِّ
ينَة يسَة、(ナイフ) سِك  ライオン) عِر 

の巣穴)のように。 

  لْقَضِي ةِ يَجِبُ أَنْ ٱذِهِ وَعَلَى مُفَادِ ه  

この判断の趣旨に従えば、女性の

名をبِلْقِيس (ビルキース)と、ب を 

 。カスラで言わなければならない  لْمَرْأَةِ بِلْقِيسُ بِكَسْرِ ٱسْمِ ٱيُقَالَ فِى 
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  كَمَا قَالُوا فِى تَعْرِيبِ بِرْجِيسٍ  لْبَاءِ ٱ

例えばアラビア語に取り入れた

 木星として―برجيس

  لْمُشْتَرَىٱلْمَعْرُوفُ بِ ٱ جْمُ لن  ٱوَهُوَ 
知られる星のこと―でب をカスラ

で 

 。と言うように بِرْجِيس  لْبَاءِ ٱبِرْجِيس  بِكَسْرِ 

  فِىلَِْن  كُل  مَا يُعَر بُ يُلْحَقُ بِنَظَائِرِهِ 
なぜなら、アラビア語に取り入れた

ものはすべて、アラブの 

  للُّغَةِ ٱلْعَرَبِ وَأَوْزَانِ ٱأَمْثِلَةِ 
しきたりやアラビア語の型に匹敵

するものにならうのである。 

  وَعَلَى ذِكْرِ بِلْقِيسَ فَإِنِّى قَرَأْتُ فِى 
ビルキースについては、私はハム

ダーン家のサイフッダウラの 

 ～記事で読んだが  بْنِ حَمْدَانَ ~ٱلد وْلَةِ ٱسَيْفِ أَخْبَارِ 

(この後、Ⅳ巻のサイフッダウラのところに出てきた兄弟詩人の話がほぼ同じ形で出ている。) 

 

５．シーバワイヒの文法書から １ 

 語とは何かを知ることの章  لْكَلِمَةُ ٱذَا بَابُ عِلْمِ مَا ه  

  سْم  وَفِعْل  وَحَرْف  جَاءَ لِمَعْنًىٱلْكَلِمُ ٱفَ 
語は、名詞と動詞と、名詞でも動

詞でもないものを 

 。示す助辞である  سْمٍ وَلََ فِعْلٍ ٱلَيْسَ بِ 

  سْمُ رَجُل  وَفَرَس  وَحَائِط  لِِٱفَ 

名詞は、رجل（男）、فرس（馬）、

 。などである（壁）حائط
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  أَمْثِلَة  أُخِذَتْ مِنْ لَفْظِ لْفِعْلُ فَ ٱوَأَم ا 
動詞は、幾つかの型があり、名詞

の事柄の単語（動名詞）から 

 、できた。 過去のこと  لَْْسْمَاءِ وَبُنِيَتْ لِمَا مَضَىٱ أَحْدَاثِ 

  وَلَمْ يَقَعْ  وَمَا يَكُونُ 
まだ起こらないがこれから起こるで

あろうこと、 

  لَمْ يَنْقَطِعْ وَمَا هُوَ كَائِن  
中断されないで行われていること、

に対して形作られた。 

  فَذَهَبَ وَسَمِعَ فَأَم ا بِنَاءُ مَا مَضَى 

過去のことの形は、ذهب（行っ

た）、سمع（聞いた）、 

  وَحَمِدَ وَمَكَثَ 
（誉めた）حمد、（とどまった）مكث

などである。 

  آمِرًاوَأَم ا بِنَاءُ مَا لَمْ يَقَعْ فَإِن هُ قَوْلُكَ 
まだ起こらないことの形は、あなた

が命令して言う  

  وَمُخْبِرًاضْرِبْ ٱقْتُلْ وَ ٱوَ ذْهَبْ ٱ
اضرب、(殺せ）اقتل、（行け）اذهب

（打て)や、叙述して言う 

  وَيَضْرِبُ يَقْتُلُ وَيَذْهَبُ 
يضرب、(行く）يذهب、(殺す）يقتل

（打つ)などである。 

  لِكَ بِنَاءُ مَا لَمْ يَنْقَطِعْ وَهُوَ كَائِن  وَكَذ  
中断されないで行われていること

の形も、叙述するときと 

 。同様である  أَخْبَرْتَ إِذَا 

  ل تِى مِنْ لَفْظِ أَحْدَاثِ ٱلَْْمْثِلَةُ ٱذِهِ فَه  
名詞の事柄の単語のこれらの型

は 

  إِنْ  1وَلَهَا أَبْنِيَة  كَثِيرَة  سَتَبَي نُ لَْْسْمَاءِ ٱ
たくさんの形があり、神が望み給う

たならば、後に 
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 。明らかになる（する）  للُ ٱ شَاءَ 

رْبِ وَ ٱلَْْحْدَاثُ نَحْوُ ٱوَ    لْقَتْلِ ٱلض 
事柄とはضرب（打つこと）、قتل

（殺すこと）、 

  لْحَمْدِ ٱوَ 
のようなものであ（誉めること）حمد

る。 

  سْمٍ وَلََ ٱوَأَم ا مَا جَاءَ لِمَعْنًى وَلَيْسَ بِ 
意味を表すが、名詞でも動詞でも

ないものは、 

 、（未来を示す）سوف、（そして）ثم   لْقَسَمِ وَلََمُ ٱفَنَحْوُ ثمُ  وَسَوْفَ وَوَاوُ فِعْلٍ 

ضَافَةِ وَنَحْوُ ه  ٱ   ذَالِْْ
誓いのو 、連結のل 、このような

ものである。 

   تَتَبَي نُ  ＝ تَبَي نُ  1

   

６．シーバワイヒの文法書から ２ 

 述語と主語の章  لْمُسْنَدِ إِلَيْهِ ٱلْمُسْنَدِ وَ ٱذَا بَابُ ه  

  هُمَا مَا لََ يَسْتَغْنِى وَاحِد  مِنْهُمَا عَنِ 
その二つは一方が他方を必ず必

要とし、 

  لْمُتَكَلِّمُ مِنْهُ بُدًّاٱ وَلََ يَجِدُ لْْخَرِ ٱ
話し手はそれを免れるわけにはい

かない。 

  لْمَبْنِىُّ ٱلْمُبْتَدَأُ وَ ٱسْمُ لِِٱلِكَ وَمِنْ ذ  
開始する名詞とそれを基礎にした

建立語が 

 。これに属する  عَلَيْهِ 
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  وَهُوَ قَوْلُكَ 
それはあなたが次のように言う場

合のことである。 

 「アブドゥッラーはあなたの兄弟だ」  لِل أَخُوكَ ٱعَبْدُ 

 そして「これはあなたの兄弟だ」  ذَا أَخُوكَ وَه  

  قَوْلُكَ لِكَ وَمِثْلُ ذ  
そのようなものは、あなたが次のよ

うに言う場合もそうである。 

 「ザイドが行く」  يَذْهَبُ زَيْد  

  سْمِ لِِٱفَلََّ بُد  لِلْفِعْلِ مِنَ 
つまり、動詞にとって名詞が不可

欠である。 

لِ بُدٌّ مِنَ ٱسْمِ للِِِمْ يَكُنْ كَمَا لَ    لَْْو 
ちょうど、最初の名詞が、文の開

始において、もう一つの 

  بْتِدَاءِ لِِٱفِى لْْخَرِ ٱ
ものを欠くことができなかったよう

に。 

  قَوْلُكَ  بْتِدَاءِ لِِٱنْزِلَةِ وَمِم ا يَكُونُ بِمَ 

開始語に類するものには、あなた

が次のように言うような場合があ

る。 

 「アブドゥッラーは去って行った」  لِل مُنْطَلِقًا ٱكَانَ عَبْدُ 

  وَلَيْتَ زَيْدًا مُنْطَلِق  
そして「ザイドが去って行けばよい

のに」 

  حْتِيَاجِ ٱذَا يَحْتَاجُ إِلَى مَا بَعْدَهُ كَ لَِْن  ه  
なぜなら、開始語が後ろのものを

必要とするように、 

  لْمُبْتَدَأِ إِلَى مَا بَعْدَهُ ٱ
これも後ろのものを必要とするから

である。 

لُ أَحْوَالِهِ لُِِّٱعْلَمْ أَن  ٱوَ    بْتِدَاءُ لِِٱسْمَ أَو 
本来の名詞の状態は開始語であ

ることを知れ。 
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ن مَا يَدْخُلُ    لر افِعُ سِوَىٱلن اصِبُ وَ ٱوَاِ 
対格にする語、開始語以外の主格

にする語、属格にする語が、 

  لْمُبْتَدَأِ ٱعَلَى  لْجَارُّ ٱبْتِدَاءِ وَ لِِٱ
開始語に対して入っているだけで

ある。 

  أَلََ تَرَى أَن  مَا كَانَ مُبْتَدَأً قَدْ تَدْخُلُ 
そうであろう、開始語であったもの

に、 

  لَْْشْيَاءُ حَت ى يَكُونَ غَيْرَ ٱذِهِ ه  عَلَيْهِ 
これらのものが入り、開始語でなく

なって、 

  بْتِدَاءِ مَا دَامَ لِِٱوَلََ تَصِلُ إِلَى مُبْتَدَأٍ 
私があなたに述べたものと共にあ

る限り、 

  هُ ذَكَرْتُ لَكَ إِلَ  أَنْ تَدَعَ مَعَ مَا 
それを除去しなければ文頭に立つ

ことができない。 

  لِكَ أَن كَ إِذَا قُلْتَ وَذ  
それはあなたが次のように言うよう

な場合である。 

 「アブドゥッラーは立ち去っている」  طَلِق  لِل مُنْ ٱعَبْدُ 

  إِنْ شِئْتَ أَدْخَلْتَ رَأَيْتُ عَلَيْهِ فَقُلْتَ 
をそれに入れた（私は見た）رأيت

いなら、次のように言う 

  طَلِقًا لِل مُنْ ٱرَأَيْتُ عَبْدَ 
「私はアブドゥッラーが立ち去るの

を見た」 

  مُنْطَلِقًا لِل ٱأَوْ مَرَرْتُ بِعَبْدِ 
とか「私は立ち去るアブドゥッラー

のそばを通った」 

لُ كَمَا كَانَ لِِٱفَ  لَ ٱبْتِدَاءُ أَو    لْوَاحِدُ أَو 
開始語であることが元になる。１が

数字の最初であり、 

  لْمَعْرِفَةِ ٱلن كِرَةُ قَبْلَ ٱوَ لْعَدَدِ ٱ
不定語が限定語より先にあるよう

に。 
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７．シーバワイヒの文法書から ３ 

 意味に関しての単語の章  لل فْظِ لِلْمَعَانِىٱذَا بَابُ ه  

 知れ。彼ら（アラブ）の言葉には  خْتِلََّفَ ٱاِعْلَمْ أَن  مِنْ كَلََّمِهِمِ 

  لْمَعْنَيَيْنِ ٱخْتِلََّفِ لِِ لل فْظَيْنِ ٱ
意味の相違に従って単語が異なる

ことと、 

  لْمَعْنَى وَاحِد  ٱلل فْظَيْنِ وَ ٱخْتِلََّفَ ٱوَ 
単語が違うが意味が一つのこと

と、 

 単語は一致しているが意味が  خْتِلََّفَ ٱفْظَيْنِ وَ لل  ٱ تِّفَاقَ ٱوَ 

 。異なることがある  لْمَعْنَيَيْنِ ٱ

  لُل تَعَالَىٱلِكَ إِنْ شَاءَ وَسَتَرَى ذ  
神が望み給うならば、次にそのこ

とを述べよう。 

  خْتِلََّفِ لِِلل فْظَيْنِ ٱخْتِلََّفُ ٱفَ 
意味の相違に対して単語の相違

があるののは 

  هُوَ نَحْوُ جَلَسَ وَذَهَبَ لْمَعْنَيَيْنِ ٱ
のような（行く）ذهبと（座る）جلس

ものである。 

  لْمَعْنَى وَاحِد  ٱفْظَيْنِ وَ لل  ٱخْتِلََّفُ ٱوَ 
単語は異なるが意味は一つのも

のは 

  نْطَلَقَ ٱذَهَبَ وَ نَحْوُ 
行く、立ち去）انطلقと（行く）ذهب

る）のようなものである。 

  لْمَعْنَى مُخْتَلِف  ٱلل فْظَيْنِ وَ ٱتِّفَاقُ ٱوَ 

単語は一致するが意味は異なるも

のは、موجدة（怒り） 

  لْمَوْجِدَةِ ٱوَجَدْتُ عَلَيْهِ مِنَ قَوْلُكَ 
という動名詞からの عليهوجدتُّ

（～に怒った）と、 
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ال ةِ ٱأَرَدْتَ وِجْدَانَ وَوَجَدْتُ إِذَا    لض 

失われたものの発見を意味する

のようなもので（見つけた）وجدت

ある。 

 。これに似たものは多い  ذَا كَثِير  وَأَشْبَاهُ ه  

   

８．シーバワイヒの文法書から ４ 

 単語における一時的現象   لل فْظِ مِنَ ٱذَا بَابُ مَا يَكُونُ فِى ه  

 の章  لَْْعْرَاضِ ٱ

نْ ٱاِعْلَمْ أَن هُمْ مِم ا يَحْذِفُونَ    لْكَلََّمَ وَاِ 
知れ。アラブは、本来の言葉では

そうでないのに 

  لِكَ ذ   غَيْرَ لْكَلََّمِ ٱأَصْلُهُ فِى كَانَ 
言葉の一部を省略することがあ

る。 

ضُونَ وَيَسْتَغْنُونَ وَيَحْذِفُونَ وَ    يُعَوِّ
また、省略して（その代わりに何か

で）償い、本来、言葉の中で 

  ل ذِى أَصْلُهُ فِى ٱلش ىْءِ ٱعَنِ ىْءِ لش  ٱبِ 
使われるべき何かを脱落させ、（代

わりにほかの） 

  أَنْ يُسْتَعْمَلَ حَت ى يَصِيرَ كَلََّمِهِمْ 
何か（を使うこと）によって、それを

なしで済ませる。 

  للُ ٱلِكَ إِنْ شَاءَ وَسَتَرَى ذ  سَاقِطًا 
神が望み給うならば、次にそれを

述べよう。 

  لْكَلََّمِ غَيْرُ ٱوَمِم ا حُذِفَ وَأَصْلُهُ فِى 

元はそうでないのに省略されたも

のには、（لمُّيَكُنُّْ＞）لمُّيك、 

＞）لاُّأدر  لِكَ لَمْ يَكُ وَلََ أَدْرِ وَأَشْبَاهُ ذ  لِكَ ذ   أدَْرِىُّلا ）などがある。 
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  لش ىْءِ فَإِن هُمْ يَقُولُونَ ٱسْتِغْنَاؤُهُمْ بِ ٱأَم ا 
何かによって（あるものを）なしで

済ますことには、彼らは 

  عَنْهَاسْتَغْنَوْا ٱيَدَعُ وَلََ يَقُولُونَ وَدَعَ 
（未完了形の） عُُّدَُّيَُّ （残す、捨てる）

は言うが、（完了形の） 

  بِتَرَكَ 
عَُّدَُّوَُّ  は言わず、 كَُّرَُّتَُّ  をその代わ

りに使う。 

 。その類は多い  لِكَ كَثِيرَة  وَأَشْبَاهُ ذ  

  لْعِوَضُ قَوْلُهُمْ زَنَادِقَة  وَزَنَادِيقُ ٱوَ 

代償では彼らの言う زنادقة 、

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         、（邪教徒）زناديق

  لْيَاءَ ٱوَفَرَازِنَة  وَفَرَازِينُ حَذَفُوا 
チェスのクイ） فرازين、 فرازنة

ーン）などで、 

ضُوا   。を代償にしている（ة）ه、を省きى  لْهَاءَ ٱوَعَو 

ن مَا هِىَ وَقَوْلُهُمْ أَ    سْطَاعَ يُسْطِيعُ وَاِ 

彼らの言う、 اعَُّأسط 服従）يُسْطِيعُُّ、

する）は、（本来）يطيع、 أطاعで、 

  لسِّينَ عِوَضًا مِنْ ٱيُطِيعُ زَادُوا أَطَاعَ 
لَُّعَُّفُّْأَُّ （Ⅳ形）の形のع（第２子音）に

あるべき母音がなくなった 

 。を追加したのであるس代わりに   1لْعَيْنِ مِنْ أَفْعَلَ ٱحرَكَةِ ذَهَابِ 

  لْمِيمَ ٱهُم  حَذَفُوا يَا وَأَلْحَقُوا وَقَوْلُهُمْ اَلل  
彼らの言うاللهم（神への呼びかけ）

は、（呼びかけの助辞） 

  عِوَضًا
を付けた م を省き、代わりに يا

のである。 

1 普通の説では、Ⅹ形のَُّاِسْتَطَاع が元だとされている。 
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９．タラファのムアッラカ詩とザウザニーの注釈から 

قةَِ  ْ   1دِ ثََْمَ  لِخَوْلَََ أَطْلََلٌ بِبُر
サフマドの石地にハウラの住まい

の跡がある 

ليَْدِ 
 
لوَْشِْْ فِِ ظَاهِرِ أ

 
  تلَروحر كَبَاقِِ أ

手の甲の入れ墨の名残りのように

見える 

  لِكَ مْرَأَةٍ كَلْبِي ةٍ ذَكَرَ ذ  ٱخَوْلَةُ:اِسْمُ 
カルブ部族の女性の名。そ：خولة

のことを 

  لْكَلْبِىِّ ٱ بْنُ  هِشَامُ 
ヒシャーム・ブン・カルビーが述べ

ている。 

 。目に見える住まいの跡：طلل  لد ارِ ٱاَلط لَلُ:مَا شَخَصَ مِنْ رُسُومِ 

 طلول、 أطلال複数形は  طْلََّل  وَطُلُول  أَ لْجَمْعُ ٱوَ 

、 برقة  خْتَلَطَ ٱلْبَرْقَاءُ:مَكَان  ٱلَْْبْرَقُ وَ ٱرْقَةُ وَ اَلْبُ  برقأ  土が ：برقاء、 

 石や小石を混じえた場所  تُرَابُهُ بِحِجِارَةٍ أَوْ حَصًى 

 برق、 براق、 أبارق複数形は  لْبُرَقُ ٱلْبِرَاقُ وَ ٱلَْْبَارِقُ وَ ٱلْجَمْعُ ٱوَ 

  لْبُقْعَةِ أَوِ ٱإِذَا حُمِلَ عَلَى مَعْنَى 
土地の一部分や土地の意味に関

係あるときは 

 、と言われ برقاء  لْبَرْقَاءُ ٱقِيلَ لَْْرْضِ ٱ

 場所や位置に関係あるときは  مَوْضِعِ لْ ٱ لْمَكَانِ أَوِ ٱإِذَا حُمِلَ عَلَى 
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                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 。と言われる أبرق  لَْْبْرَقُ ٱ قِيلَ 

 地名：ثهمد  ثَهْمَدُ:مَوْضِع  

  مْعَانُ لل  ٱوْحُ لل  ٱوَ تَلُوحُ:تَلْمَعُ 
 لوح輝く （動名詞で言うと）：تلوح
輝くこと 

  وَغَيْرِهِ بِإِبْرَةٍ لْيَدِ ٱاَلْوَشْمُ:غَرْزُ ظَاهِرِ 
手の甲やその他を針で刺：وشم

し、 

  لن قْشُ ٱلْكُحْلِ أَوِ ٱلْمَغَارِزِ بِ ٱوَحَشْوُ 
その刺した場所に青い粉末を詰め

たり、 

 。藍で描いたりすること  لنِّيلَجِ ٱبِ 

  لْفِعْلُ مِنْهُ وَشَمَ يَشِمُ وَشْمًاٱوَ 

動詞は(完了形)وشم (未完了形) 

 。であるوشمًا（動名詞の対格) يشم

  لنُّقُوشِ ٱسْمًا لِتِلْكَ ٱثمُ  جُعِلَ 
そして（وَشْمは）その絵に対する名

詞として用いられた。 

  لْوُشُومِ ٱلْوِشَامِ وَ ٱوَتُجْمَعُ بِ 
として複数形にさ وشوم、 وشام

れる。 

لََّةُ وَ ٱوَمِنْهُ قَوْلُهُ عَلَيْهِ    لس لََّمُ:ٱلص 
そこから預言者〈彼に祝福と平安

あれ〉の次の言葉がある。 

  لْمُسْتَوْشِمَةَ ٱلْوَاشِمَةَ وَ ٱلُل ٱلَعَنَ 
「神が、女入れ墨師と入れ墨女を

呪い給うように」 

 、は手に入れ墨を施す女 واشمة  لْيَدَ ٱل تِى تَشِمُ ٱلْوَاشِمَةُ هِىَ ٱفَ 

  لِكَ ل تِى يُفْعَلُ بِهَا ذ  ٱهِىَ لْمُسْتَوْشِمَةُ ٱوَ 
はそれをされる女であ مستوشمة

る。 
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  شِّمُ تَوْشِيمًا إِذَاتبَُالِغُ فَتَقُولُ:وَش مَ يُوَ ثمُ  

 (アラブは)強調してこうも言う：ُّ

、وَشَّمَُّ يُوَش مُُُّّ  توشيمًا、

رَ ذ     لِكَ مِنْهُ وَكَثُرَ تَكَر 
それを繰り返したり、多く行なった

りするときである。 

   

رمْ  بِِ علََََّ مَطِيََّّ قروفاً بِِاَ صََْ   ور
友人達は私に向かって彼らのラク

ダを止めて言う 

 ِ   يقَرولرونَ لََ تََْلِِْ أَسًً وَتَََلَّّ
悲しみのために滅びるな 元気に

なれ（耐え忍べ） 

   

لمَْالِكِيَّةِ غردْوَةً 
 
وجَ أ در   كَََنَّ حر

早立ちのマーリク部族のラクダか

ごは 

لنَّوَاصِفِ مِنْ دَدِ 
 
  خَلََيََ سَفِيٍن بِٱ

ダドの谷川を渡る船の群れのよう

だ 

 。女性の乗り物の一つ：حدج  لنِّسَاءِ ٱاَلْحِدْجُ:مَرْكَب  مِنْ مَرَاكِبِ 

  لْجَمْعُ حُدُوج  وَأَحْدَاج  ٱوَ 
複数形は أحداج、 حدوج であ

り、 

  لْحِدَاجَةُ مِثْلُهُ وَجَمْعُهَا حَدَائِجُ ٱوَ 

 も同様で、その複数形は حداجة

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         。である حدائج

  نْسُوبَة  إلَى بَنِى مَالِكٍ قَبِيلَةٍ اَلْمَالِكِي ةُ:مَ 
カルブ部族の一部族であ：مالكية

るマーリク部族に 
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 。関係づけられる(関係形容詞)  كَلْبٍ مِنْ 

 の複数形で大きな خلية ：خلايا  لس فِينَةُ ٱلْخَلِي ةِ وَهِىَ ٱاَلْخَلََّيَا:جَمْعُ 

 。船のこと  لْعَظِيمَةُ ٱ

  لس فِينُ ٱثمُ  يُجْمَعُ  اَلس فِينُ:جَمْعُ سَفِينَةٍ 

 سفين。の複数形 سفينة：سفين

は更に سفنُّ  として 

  لس فِينُ وَاحِدًاٱلسُّفُنِ وَقَدْ يَكُونُ ٱعَلَى 
複数形にされる。時にはسفين は

単数形のこともある。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

  فَائِنِ لس  ٱلس فِينَةُ عَلَى ٱوَتُجْمَعُ 
として複数形 سفائن は سفينة

にされる。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

  اصِفَةِ وَهِىَ أَمَاكِنُ لن  ٱصِفُ:جَمْعُ لن وَااَ 
の複数形。道 ناصفة：نواصف

やその他のものの 

 ように、谷間の両側に広がった  لَْْوْدِيَةِ مِثاَلُ ٱتَت سِعُ مِنْ نَوَاحِى 

 。場所  هَاوَغَيْرِ كَكِ لسِّ ٱ

 。この詩句では谷の名：دد  لْبَيْتِ ٱذَا دٍ فِى ه  سْمُ وَاٱهُوَ دَد :قِيلَ 

  يلَ دَدًا مِثْلُ عَصًا يَدٍ وَقِ مِثْلُ دَد  يلَ وَقِ 

と「عصا」、ددと同じタイプの「يد」

同じタイプのددا 、 

  لث لََّثَةُ بِمَعْنَى ٱذِهِ وَه   بَدَنٍ ثْلُ مِ وَدَدَن  
の形が ددنと同じタイプの「بدن」

あり、 

  لل عْبِ ٱوَ لل هْوِ ٱ
これらの三つは「楽しみ」「遊び」の

意味。 
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  كِي ةِ لْمَالِ ٱلْعَشِيقَةِ ٱيَقُولُ كَأَن  مَرَاكِبَ 
すなわちこの１行の意味は、マーリ

ク部族の恋人の乗物が、 

 別れの朝にはダドの谷に沿って  غُدْوَةَ فِرَاقِهَا بِنَوَاحِى وَادِى دَدٍ 

 。行く大きな船のようだった  سُفُن  عِظَام  

 鞍かごを乗せたラクダを  لسُّفُنِ ٱلْهَوَادِجُ بِ ٱوَعَلَيْهَا  بِلَ لِْْ ٱ شَب هَ 

 。大きな船に例えた  لْعِظَامِ ٱ

   

بْنِ 
 
  يََمِنٍ عدََوْلِيَّةٌ أَوْ مِنْ سَفِيِن أ

アダウラ部族の船かイブン・ヤーミ

ンの作った船であろう 

لْ 
 
حر طَوْرًا وَيََْتَدِىيََرورر بِِاَ أ   مَلََّ

船頭は時には曲がり、時にはまっ

すぐ進む 

   

هَا بِِاَ ومر لمَْاءِ حَيْْر
 
قُّ حَبَابَ أ   يشَر

その舳先（へさき）は波を分けて進

んでいく 

لتُّّْ 
 
ليَْدِ كََمَ قسََمَ أ

 
فَايِ ر بِٱ لمْر

 
  بَ أ

山当て遊びをする子供が手で土を

分けているようだ 

  وَاحِدَةُ حَبَابَة  لْ ٱلْمَاءِ:أَمْوَاجُهُ ٱحَبَابُ 

 水の波。単数形は：حبابُّالماء

 حبابة



27 

 

دْرُ وَ ٱ:اَلْحَيْزُومُ   حيازيم 胸。複数形は：حيزوم  لْحَيَازِيمُ ٱلْجَمْعُ ٱلص 

  تورب、 ترباء、 تراب、 ترب  وْرَبُ لت  ٱرْبَاءُ وَ لت  ٱلتُّرَابُ وَ ٱرْبُ وَ اَلتُّ 

 。は同じである توراب、 تيراب  وَاحِد  وْرَابُ لت  ٱوَ يْرَابُ لت  ٱوَ 

  لتُّرَابُ عَلَى أَتْرِبَةٍ وَتِرْبَانٍ ٱثمُ  يُجْمَعُ 
として تربان、 أتربة は تراب

複数形にされる。 

  لتُّرَبِ ٱلت رْبَاءُ عَلَى ٱوَ 
として複数形にさ تربは ترباء

れる。 

  لَْْنْبَارِىِّ ٱبْنُ ٱذَا كُل هُ ذَكَرَ ه  
これはすべてイブン・アンバーリー

が述べている。 

  لل عْبِ وَهُوَ أَنْ ٱاَلْفِيَالُ:ضَرْب  مِنَ 
遊びの１種。土が集められ：فيال

る。 

 その中に何かが埋められ、そして  ثمُ   لتُّرَابُ فَيُدْفَنُ فِيهِ شَىْء  ٱ يُجْمَعَ 

  نِصْفَيْنِ وَيُسْأَلُ عَنِ  لتُّرَابُ ٱيُقْسَمُ 
土が半分に分けられ、埋められた

ものについて、 

 。どちらのほうにあるか尋ねられる  لد فِينِ فِى أَيِّهِمَا هُوَ ٱ

  صَابَ قَمَرَ وَمَنْ أَخْطَأَ قُمِرَ أَ فَمَنْ 
当たった者は勝ちで、誤った者は

負けである。 

  لْمُفَايِلِ ٱقِّ لْمَاءَ بِشَ ٱلسُّفُنِ ٱشَب هَ شَق  
船が水を切って進むのを、山当て

遊びの子供が 

  لْمَجْمُوعَ بِيَدِهِ ٱلتُّرَابَ ٱ
集められた土を手で分けるのに例

えた。 

1 この地名は本来ُُّثَهْمَد でタンウィーンのない２段変化だが、ここでは３段変化にしてタンウィーンを
省いた形になっている。詩の１行目では上半句の終わりも脚韻と合わせることが多いため 
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１０．ハマーサ詩集から １ 

 以下、原則として詩の１行ずつに対訳をつけていますが、意味内容が数行にわたって続く場合は、数行

まとめて対訳をつけています。 

 バルアンバル（アンバル部族）のある詩人 بَعْضُُّشُعَرَاءُِّبَلْعَنْبَرُِّ  ①

 （は格変化しない[ بنِىُّٱلْعَنْبَرُِّ＞] بَلْعَنبَرُِّ）

بِلَِ لوَْ 
ِ
   كرنْتر مِنْ مَازِنٍ لمَْ تسَْتبَِحْ ا

 بنَرو 
 
هِْ  بْنِ شَيبَْانَ أ َّقِيطَةِ مِنْ ذر    لل

もし私がマージン（人名または部族名）のところにいたならば 

ズフル・ブン・シャイバーン部族の捨て子の息子達は私のラクダをほしいままにはしなかったろう 

Ⅹ 許されたものとみなす、ほし اِسْتَبَاحَ 

いままにする   لَقِيط 捨て子 

 

نٌ    شر ذًا لقََامَ بِنصَِْْى مَعْشٌََ خر
ِ
 ا

 عِنْدَ 
 
و لروثةٍَ لََنَ لْ أ نْ ذر

ِ
   حَفِيظَةِ ا

そのときには（マージンのところにいたなら）争いに際して、荒くれ男達が私を助けに立ち上がるだろうに 

弱い者であれば軟弱になるのだが 

の خَشْن ُّ خُشُن   一団 مَعْشَر   pl. 気の荒い 

 弱さ、のろさ لُوثَة   怒り、争い حَفِيظَة  

   柔らかくある لََنَ 
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ذَا 
ِ
 قوَْمٌ ا

 
ُّ أَبدَْى نَجِذَيهِْ لهَرمْ   أ  لشََّ

ليَْهِ 
ِ
وا ا حْدَانَ  طَارر    زَرَافاَتٍ وَور

彼らは悪が奥歯をむき出すとき、小さな集団で、また１人ずつ、それに向かって突進する者達だ 

の意味もあるが、ここで「キリン」 افَة  زَرَ  奥歯 نَاجِذ  

は「小さな集団」の意味 

رمْ    بِر ْ حِيَن ينَْدر  لََ يسَْٱلَرونَ أَخَاهُر

 فِِ 
 
   قاَلَ بررْهَانَ لنَّائبَِاتِ علَََ مَا أ

彼らは兄弟が災いにおいて泣きつくとき、兄弟が言った言葉の証拠を彼に問わない 

 災難 نَائِبَة   嘆く نَدَبَ 

 ラビーア・ブン・マクルーム رَبِيعَةُُّبْنُُّمَقْرُوم ُّ ②

 وَلقََدْ شَهِدْتر 
 
 لخَْيَْ  يوَْمَ طِرَادِهَا  أ

 بِسَلِيِم أَوْظِفَةِ 
 
   لقَْوَائِِِ هَيْكَِ أ

私は合戦の日、足の丈夫な、大きな馬に乗って騎馬隊に参加した 

の وَظِيف ُّ أَوْظِفَة   追いかけること 合戦 طِرَاد   pl. ラクダや馬の

すね、足 

の意味があるが、 ここ「神殿」 هَيْكَل  

では「大きな」の意味   
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لَ نَزِلٍ     فدََعَوْا نزََالِ فكَرنْتر أَوَّ

ذَا لمَْ أَنْزلِِ 
ِ
   وَعلَََمَ أَرْكَبرهر ا

敵は降りて来い（いざ勝負）と呼ばわった 最初に降りて挑むのは私 

降りないならば何のために馬に乗っているのか 

نْزِلُّْاُِّ نَزَالِ   降りろ の意味の 

 一種の動名詞  َمَاُّ+عَلىَ عَلََّم  

 

③ 詠み人知らず 

بَّ دَعْوَةٍ     أَلمَْ تعَْلمََنْ يََ رَب ِ أَنْ رر

اَ خْلِصًا لوَْ أُجَابِر    دَعَوْتركَ فِيَّاَ مر
主よ、聞き届けられるならと、何度もあなたに真心から祈りを捧げたことをご存じないのでしょうか 

 、後ろに属格名詞が来て رُب  ~

多くの～  の意味になる  َتَعْلَمُّْ تَعْلَمْن の強調形Ⅱ 

 

لْخَشْعَمِيَّةُُّٱعَمْرَةُُّ ④  アムラ・ハシュアミーヤ 

َا أَخَوَا فِِ   هُر
 
 لحَْرْبِ مَنْ لََ أَخَا لََر أ

َا ذَا خَافَ يوَْمًا نبَْوَةً فدََعاَهُر
ِ
   ا

彼ら（息子）２人は、戦いにおいて、兄弟のない人の兄弟になってやった 

その人は、いつか、運命のいたずらを怖れるとき、２人を呼んだ 
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の間に割り込 أخََوَاُّمَنْ~ لْحَرْبِ ٱفِى 
んでいる   نَبْوَة 気まぐれ、無法 

 

 

َا يلَبْسََانِ   هُر
 
 لمَْجْدَ أَحْسَنَ لِبسَْةٍ   أ

يحَانِ مَا   شََِ
 
َاأ هُر    سْطَاعاَ علَيَْهِ كِِلَ

２人は大変見事に（美しい着方で）名誉を帯びている それぞれが、できる限り、名を惜しんでいる 

 اِسْتَطَاعَا＞ اعَااِسْطَ  物惜しみする شَحِيح  
 

 マアン・ブン・アウス مَعْنُ بْنُ أَوْسٍ  ⑤

نّ ِ لَََوْجَ ر   
ِ
كَ مَا أَدْرِى وَا  لعََمْرر

و  ناَ تعَْدر  علَََ أَي ِ
 
لر لمَْنِيَّ أ    ةر أَوَّ

あなたの命に誓ってー私は怖れているのだがー我々のうちのどちらを先に運命が襲うかわからない 

 運命(死の) مَنِي ة   怖れる وَجَلَُّ は挿入句 وَإنِ ىُّلَْوَْجَلُُّ

لُ     この形で副詞として使われる أَو 
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وكَ  نّ ِ أَخر
ِ
 وَا

 
ائِِر أ  لدَّ

 
ْ    أ  لعَْهْدِ لمَْ أَحر

نَ 
ِ
 ا

 
   بْزَاكَ خَصْمٌ أَوْ نبََا بِكَ مَنِْْلر أ

私は常に誓いを守るあなたの兄弟である 

敵があなたを征服しても、あなたにとって住まいの居心地が悪くても、私は変わらない 

 変わる حَالَُّ＞ أَحُلْ  常に誓いを守る لْعَهْدِ ٱدَائِمُ 

詩の韻律のためⅣ形の動詞 بْزَاكَ ٱإِنَ  بْزَىأَُّ  Ⅳ（征服する）の語頭のハムザを省くが、これ

は一時性のハムザではないので母音が残る。 

不適当な （家の住み心地が悪 نَبَا

いなど）   

 

لْبَوْلََنِي ةُ ٱعَاصِيَةُ  ⑥  アーシヤ・バウラーニーヤ 

ودِى بِ   أَعاَصَِِ جر
 
وعِ ٱ مر  لدُّ

 
وَاكِبِ  أ  لسَّ

 لََِ  وَبكَ ِ 
 
حَارِبِ أ    لوَْيلََْتر قتَْلََ مر

アーシよ、流れる涙を惜しむな お前に災いあれ ムハーリブ部族に殺された人々を嘆け 

（女性の名、自分に呼びかけている）عَاصِيَةはُُّعَاصِىَُّ、は呼びかけの助辞أَُّ أَعَاصِىَ 
の略 

 のことを嘆く～ بَك ى 気前よくする جَادَُّ＞ جُودِى

لْوَيْلََّتُ ٱلَكِ   は挿入句 



33 

 

ارَةٌ      فلَوَْ أَنَّ قوَْمِى قتََّلتَْْرمْ عَََ

 مِنَ 
 
َ أ  وَاتِ وَ لسَّّ

 
وسِ أ ؤر  لرُّ

 
وَائِبِ أ    لذَّ

نَ لِمَا يٱَتِِْ بِهِ   صَبَُْ
 
هْرر عاَمِدًاأ  لدَّ

حَارِبِ كِنَّمَا وَل           نَ فِِ مر    أَثٱْ رر
もし、私の身内を貴族達、高貴な頭領達の一族が殺したのであったら 

敢えて運命がもたらしたこととして我慢したことだろう  しかし私の復讐の相手はムハーリブ部族だ 

のسَرِى ُّ سَرَوَات   一族、小部族 عَمَارَة   pl. ُّ سَرَاة の二重複

数、  貴族、紳士 

の ذُؤَابَة ُّ ذَوَائِبُ  pl. 高い、高貴な   وَلٰكِنَُّّ＝ كِن مَاوَل だが、ماのため次の
語は対格にならない 

の ثَأرْ ُّ ر  أَثْآ pl. 復讐、仇   

 

مر     نْ ظَهَرْنَ علَيََِّْ ِ
 قبَِيٌ  لِئاَمٌ ا

وا شَََّ غاَلِبِ  نْ يغَْلِبرونَ يروجَدر
ِ
   وَا

彼らは卑しい部族だ もし我々が彼らに勝てば（それでよし） 

たとえ彼らが我々に勝ったとしても最も悪い勝利者としてみなされるだろう 

の لَئِيم ُّ لِئَام   pl. 卑しい 前のُِّْإنの帰結節は省かれている 
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 タアッバタ・シャッラン تَأَب طَ شَرًّا ⑦

هْدٍ مِنْ ثنَاَئِِ فقََاصِدٌ    نّ ِ لمَر
ِ
 ا

 
 
 بْنِ عَ ِ بِهِ لَِ

 
سِ بْنِ مَالَِِ أ دْقِ شََْ ِ    لص 

私は誠実なる従兄弟シャムス・ブン・マーリクに私の賞賛を贈り、持って行く 

Ⅳ 贈る の能動分 أهَْدَى＞ مُهْدٍ 

詞   

 

زُّ أَ   بِهِ فِِ ندَْوَةِ  هر
 
 لحَْى ِ عِطْفَهر  أ

 كََمَ هَزَّ عِطْفِى بِ 
 
 لهِْجَانِ ٱ

 
   لََْوَارِكِ أ

彼が腰の大きい優れたラクダで私を喜ばせてくれたように、部族の集会で私は彼を喜ばせる 

血統の正しいラクダ、優れたラ هِجَان   脇腹を揺すぶる＝喜ばせる هَز  عِطْفَهُ 

クダ 

の أوَْرَكُُّ أَوَارِكُ  pl. ُّ腰（ُّ وَرْك）の大きい  アラーク（ُّ أرَاك）の実を食べるという意
味にもとれる 

 

 قلَِي ر 
 
ِ يرصِيبرهر   أ هِم   لتَّشَك ِ لِلمْر

 كَثِيرر 
 
تََّّ أ  لهَْوَى ش َ

 
 لنَّوَى وَ أ

 
   لمَْسَالَِِ أ

彼は直面する難局にもほとんど不平を訴えず、多くの志を持ち、様々な目的と手段を持っている 
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 يظََ ُّ بِمَوْمَاةٍ وَيرمْسِِ بِغَيْرِهَا   

هرورَ حِيشًا وَيعَْرَوْ جَ   رِى ظر
 
   لمَْهَالَِِ أ
１人で、荒野を昼に行き、夜に別の荒野を行き、危険の背中にじかに乗る 

 荒野、沙漠 مَوْمَاة   昼間に行く ظَل  

 裸馬に乗る ىاِعْرَوْرَ  人から離れて 単独で جَحِيشًا

 

 ウバイイ・ブン・ラビーア أُبَىُّ بْنُ رَبِيعَةَ  ⑧

وذَنِيقٌ علَََ مَرْبَإٍ   خَفِيفر   فمََا سر
 
 حَدِيدر  لفْرؤَادِ أ

 
 لنَّظَرْ أ

نحََتْ بِ   رَأَى أَرْنبًَا س َ
 
 لفَْضَاءِ   فبََادَرَهَا وَلجََاتِ ٱ

 
 لخَْمَرْ أ

هر بِ  هر رَكْضر صر  بِٱسََْْعَ مِنْْاَ وَلََ مِنْْعٌَ           يرقَم ِ
 
 لوَْترَْ ٱ

高峰に住む、明敏で目の鋭いハイタカが、 

野原に現れたウサギを見て茂みの隠れ穴へ先回りするのや 

弦から放たれてまっしぐらに飛ぶ矢さえ、それ（自分の馬）より速くはない 

１行目のُّ مَاُّسُوذَنِيق は３行目のبِأسَْرَعَُّمِنْهَا につながり、َُُّّبِأسَْرَع مَاُّسُوذَنِيق 

 で、「ハイタカはそれより速くない」 مِنْهَا

 高峰 مَرْبَأ   ハイタカ（鳥） سُوذَنِيق  
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 入るところ、穴 وَلَجَة   現れる سَنَحَ 

 矢 مِنْزَع   茂み、やぶ خَمَر  

走ること、蹴ること、（弦をもってそれを飛 رَكْض   Ⅱ走る、蹴る、蹴飛ばす قَم صَ 

ばすことがそれを飛ばす→弦から放たれ

て速やかに飛ぶ） 

 

⑨ 詠み人知らず 

ذَا خَامَرَ 
ِ
ا ا دًّ ر ور  أَوَدُّهُر

 
 لحَْشَا    أ

 أَضَاءَ علَََ 
 
 لََْضْلََعِ وَ أ

 
َّيْ ر دَامِسر أ    لل

私は彼女を愛する その愛情がはらわたに混ざるとき、闇夜にもかかわらずあばら骨までを照らす 

と言っているが「彼女」の「彼ら」 هُمْ 

こと  َخَامَر ～と混ざる 

 暗い دَامِس   はらわた حَشًا

 

 アキール・ブン・ウッラファ عَقِيلُ بْنُ عُل فَةَ  ⑩

 تنَاَهَوْا وَ 
 
 ٱلَروا سْ أ

 
 بْنَ أَبِِ لبَِيدٍ   أَأَعْتَبَهر أ

 
بَارِمَةر أ  لضُّ

 
 لنَّجِيدر أ

（無法を）やめよ、イブン・アビー・ラビードに尋ねよ 猛々しいライオンが彼を満足させるかと 

 Ⅳ 満足させる أَعْتَبَ  Ⅵ やめる تَنَاهَى

  は強意ة ضُبَارِم ُّ＝ ضُبَارِمَة  

（猛々しい）ライオン 
 勇猛な نَجِيد  
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خَالر حَتََّّ   ينَاَلَ أَقاَصَِِ 
ِ
ْ فاَعِلِيَن ا تُر  وَلسَ ْ

 
 لحَْطَبِ أ

 
 لوَْقوَدر أ

たきぎの端に火がつく（悪い事態が発生する）まで、あなたがたはそうしない（やめない）と私は思う 

 

 思う １人称未完了形の語頭母音がカスラのことがある  خَالَُّ＞ خَالُ إِ 

ودر وَأَبغَْضر مَنْ  لَََّ فِيهِ   لِسَانِّ مَعْشٌََ عَنْْرمْ أَذر
ِ
 وَضَعْتر ا

私が舌を置く（言葉にする）者のうち最も嫌な者は、追い払いたい輩である 

 追い払う ذَادَ  私にとって最も嫌な أَبْغَضُ إِلَى  

 

 

⑪ 詠み人知らず 

جَاجَةٍ     نظََرْتر كَََنّ ِ مِنْ وَرَاءِ زر

لََ 
ِ
 ا

 
ارِ مِنْ فرَْطِ أ  لدَّ

 
رر أ بَابةَِ أَنظْر    لصَّ

私は彼女の家（の跡）を見たが、過剰な愛情のために（涙にぬれて） 

ガラスを通して見ているかのようだった（はっきり見えなかった） 

   愛情 صَبَابَة  

 

 

 

 

 

 



38 

 

１１．ハマーサ詩集から ２ 恋の詩  詠み人知らず 

لهَْوَ 
 
َّنِِ  ىتبَِعْتر أ  يََ طَيْبَ حَتََّّ كَََن

ودر  لجَْريِرِ قؤَر
 
وسر أ جْلِِِ مَضْْر

 
   مِنَ أ

私は慕情の後を追いかけた タイバよ、 

あなたのためにまるで私は手綱にかまれて大人しくなったラクダのようだ 

 噛む ضَرَسَ  طَيْبَة女性の名前 本来はُُّ طَيْبَ 

 詩の韻律に合わせるためハムザを省略し、代わりに母音を残した مِنُّْأجَْلكُِِّ＝ جْلِكِ ٱمِنَ 

 従順な、おとなしい قَؤُود   手綱 جَرِير  

 

َّ طَاوعََ أَهْلََر          تعََجْرَفَ دَهْرًا ثُر

اضر حَيْثر ترريِدر  وَّ لرُّ
 
   فصَََّْفهَر أ

そのラクダは一時強情だった その後、人に従順になった  

調教師たちは好きなところへその向きを変えた 

4） تَعَجْرَفَ  語根動詞） 強情である  َصَر ف Ⅱ 向ける 

رَاضَُّ＞ رَائِض 単数形はُّ رُو اض  
（調教する） 
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ب ِ عَنْكِ وَقدَْ بدََتْ  لحْر
 
نَّ ذِيََدَ أ

ِ
       وَا

لهَْوَى لشََدِيدر  عَيْنَِِ أ يََتر لِ 
 
   أ

私の目に愛の兆候が表れた以上、あなたから私の愛情を追い払うことは難しくなっている 

 挿入句 هَوَىلْ ٱوَقَدْ ~ 追い払うこと ذِيَاد  

ظْهَرٌ  لنَّفْسِ لِلنَّاسِ مر
 
ُّ مَا فِِ أ       وَمَا كُر

ودر  تَطِيعر نذَر ُّ مَا لََ نسَ ْ    وَمَا كُر
心に思うことが全て人々に表されるとは限らない  

我々はできないことすべてを必ずしもあきらめきれるものではない 

   追い払う、あきらめる ذَادَُّ＞ نَذُودُ 

لوَْصَْ  مِنكِْ كََمَ رَجَا  
 
و أ نّ ِ لَََرْجر

ِ
 وَا

رْتََدًا كردَاهر صَلرودر صَدِ  لجَْوْفِ مر
 
   ى أ

私はあなたと結ばれることを望んでいる  

喉が渇いた者が固い土のところまで掘りぬいた井戸の水を願い求めるように 

探し求められる場所、井（水を） مُرْتَاد   渇いた（喉が） دٍ صَ 

戸、泉 

の كُدْيَة ُّ كُدًى pl.  固い土   صَلُود 固い 
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   َ  مَنْ لوَْ سَٱلَتْرهر طِلََبِِ وَصْ  وَكَيْفَ 

لعَْيْنِ 
 
   لمَْ يرطْلِبْ وَذَاكَ زَهِيدر  قذََى أ

ي ر لقََالَ لَِ   وَمَنْ لوَْ رَأَى نفَْسِِ تسَ ِ

ؤَادر جَلِيدر       لفْر
 
يحًا وَأ    أَرَاكَ صََِ

目の中のちりを（取り除いてくれと）願っても、それは些細なことなのに、叶えてくれないような人 

私の心が（傷ついて血が流れるように）流れるのを見ても、あなたは健康で心臓が丈夫だと 

私に言う人との結びつきを、私は願うとは、どういうことだろう 

 Ⅳ 頼みを叶えてくれる أَطْلَبَ  目のごみ、ちり ىقَذً 

 丈夫だ جَلِيد   些細な هِيد  زَ 

 

لر ِ 
 
اَ أ رهر  فيَاَ أَيَُّ حَلََّ لبََان لمْر

 
        ئِْر أ

ةٍ وَفرَيِدر      بِكَرْمَيْنِ كَرْمَىْ فِضَّ
銀と真珠の首飾りで胸元を飾られた白カモシカよ 

 胸元 لَبَان   白カモシカ رِئْم  

 فَرِيد真珠など （文法的にはُِّ فَرِيد   首飾り كَرْم  
となるべき） 



41 

 

 

ىَ             نَ خَالِيًا امَّ رَ لََ أُمْسِِ بِ  أَجِد ِ

لََّ قِيَ  أَيْنَ ترريِدر 
ِ
   وَغضَْوَرَ ا

真面目な話だが、晩になってこっそりとラッマーンやガドゥワル(共に地名)に 

出かけることはできないだろうか お前はどこに行くつもりだと人に言われないで 

私のま） جِد ى、は疑問詞 أَُّ أَجِدِّىَ 

じめさ）は挿入句 
 １人で、こっそりと خَالٍ 

 

 

 

１２．ハマーサ詩集から ３  「復讐の詩」 タアッバタ・シャッラン 

（実際にはُُُّّٱلْْحَْمَر  （ハラフ・アハマルの作であると言われている خَلفَ 

لش ِ 
 
نَّ بِٱ
ِ
ونَ سَلعٍْ ا ى در ِ لذَّ

 
هر مَا يرطَ      عْبِ أ   ُّ لقََتِيلًَ دَمر

サルウ（地名）の手前の山道に殺された者がいる その血は復讐されずにはいないだろう 

,  طُل   山道 شِعْب   復讐されず（どちらも使われる） طَل 

にいる 

 

لعِْبْءَ علََََّ وَوَلََّ  
 
تَقِ ُّ      خَلَّفَ أ س ْ لعِْبْءِ لََر مر

 
 أَنَ بِٱ

彼はその（恨みをはらすという）重荷を私に残して去った 私は彼の重荷に耐えることができる 

 Ⅹ 耐える اِسْتَقَل   Ⅱ 逃げる 去る وَل ى
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َّٱْ وَوَرَاءَ  لث
 
بْنر أُخْتٍ أ

 
قْدَتر صِ مَ     رِ مِنِ ِ أ َ ُّ عٌ عر  هر مَا تُر

また私の恨みの後には甥がいる 彼は戦いを好み、その決意は解かれることはない 

 ここでは、決意のこと عُقْدَة   好戦的な مَصِع  

 

طْرِقٌ يرَْشََر سًََّا كََمَ أَطْ  مَّ صِ ُّ مر لسَّ
 
 ــــــــــرَقَ أَفْعَى ينَْفِثر أ

彼は目を伏せているが毒を漏らす人間である  

毒を吐くよこしまなマムシが目を伏せているかのようである 

 漏らす رَشَحَ  Ⅳ 目を伏せる أَطْرَقَ 

マムシ (m.にも أَفْعًى orىأفْعَ  f.にも使え

る)  ٌّصِل よこしまなُّ أفعى にかかる 

 

صْمَ  لََْجَ ُّ    ئِ ُّ  خَبٌَُ مَا نَبنَاَ مر
 
 جَ َّ حَتََّّ دَقَّ فِيهِ أ

一つの痛ましい知らせが我々に届いた  

その知らせは非常に重大なことで、どんな重大なこともこれに比べると小さい 

不定の意味を強める、または余 مَا

分のもの  َنَاب （不幸な出来事などが）起こる 

４語根動詞 مُصْمَئِلٌّ  مَألََُّّصُّْاُِّ  の能動分詞、厳しくある、耐え難いの意味。ُّ خَبَر にかかっ

ている。 本来はُّ لだが、脚韻がُّ لなのでそれに合わせている。 

 小さくある、軽くある دَق   重大である جَل  
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ومًا زَّ بَ  هْرر وَكََنَ غشَر لدَّ
 
هر مَا يرذَلُّ      نِّ أ  بِٱبَِِ ٍ جَارر

運命というのは非情なものであるけれど、それは私から誇り高き人を奪った 

彼の隣人は卑しめられることがなかったのに 

هْرُُّأبَِي ًا、から～を奪う ここでは本来～ بَز   نِىُّٱلدَّ となるはずのところで、この بَزَّ

 は強調と言われているبُّ

 誇り高い人 أَبِىٌّ  不当な、非常な غَشُوم  

 

لقْر  سٌ شَامِ 
 
دٌ وَظِ ُّ  ر ِ فِِ أ عْرَى فبََُْ لش ِ

 
ذَا مَا   ذَكَتِ أ

ِ
 حَتََّّ ا

彼は、寒いときには太陽のように暖かく、シリウスが輝く夏になると涼しく、日陰である 

 燃えるように輝く ذَكَى 寒いこと قُرٌّ 

   シリウス（星） اَلشِّعْرَى

 

لجَْنْبَيْنِ مِنْ غيَْرِ برؤْسٍ 
 
دِلُّ    يََبِسر أ لْكَفَّيْنِ شَهْمٌ مر

 
 وَندَِىُّ أ

彼は貧しくはなかったけれど痩せていた そして二つの手のひらは濡れていた（気前が良かった） 

そして賢くて自信満々だった 

لْجَنْبَيْنِ ٱيَابِسُ   両脇が乾いている＝痩せている   بُؤْس 貧乏 

 自信満々の مُدِلٌّ  賢い شَهْم  
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ذَا مَا 
ِ
لحَْزْمِ حَتََّّ ا

 
لحَْزْمر حَيْثر يََر ُّ    ظَاعِنٌ بِٱ

 
 حَ َّ حَ َّ أ

彼は決意を持って旅立つ 彼が留まるときは、いつもその場所に彼の決意も留まる（決意と共に行く） 

 、の節の動詞で主語は「彼」 إذَِا はحَل留まる 前のَُّّ حَل   旅立つ ظَعَنَ 

後ろのَُّّحَلはその帰結節の動詞で主語はُُّالحَزْم 
 

دِى  ْ زْنٍ غاَمِرٌ حَيْثر يَر َ    غيَْثر مر ذَا ي
ِ
و فلَيَْثٌ أَبَ ُّ وَا  سْطر

人に利益を与えようと思うところでは、彼はいつも豊かな雨を降らす雲のようである 

しかし、襲うとき、彼は獰猛なライオンのようである 

 雨雲 مُزْن   雨 غَيْث  

 Ⅳ 益をなす、物を贈る أَجْدَى 豊かな、あふれる غَامِر  

 獰猛な أَبَلُّ  ライオン لَيْث  

 

لحَْى ِ أَحْوَى رِفَ ُّ  
 
بٌِ  فِِ أ س ْ َ    مر ذَا ي

ِ
و فسَِ غْ وَا  عٌ أَزَلُّ مْ زر

彼は郷においてはくちびる黒く、肉付き良く、ベールを下ろして安楽に暮らしているが 

敵を襲うときには痩せた狼になる 

 くちびるが黒い أَحْوَى Ⅳ （カーテンや幕を）下ろす أَسْبَلَ 

 子供の狼、狼とハイエナの雑種 سِمْع   肉付きの良い رِفَلٌّ 

（耳が鋭い） 

   痩せた أَزَلُّ 
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ىٌ  ُّ     وَلََر طَعْمَانِ أَرْىٌ وَشََْ عْمَيْنِ قدَْ ذَاقَ كُر لطَّ
 
 وَكِِلَ أ

彼は二つの味（性質）を持つ 一つは蜜であり、一つはコロシント 

どちらの味をもすべての人が味わっている 

 コロシント 瓜の一種、苦い شَرْى   蜜 أَرْى  

 

 ــ لهَْوْلَ وَحِيدًا وَلََ يصَْــ
 
لََْفَ ُّ  ــ ـيرَْكَبر أ

 
ليَْمَانِّ أ

 
لََّ أ
ِ
 ــــحَبرهر ا

彼は刃こぼれのしたイエメン製の刀のほかに何も身に着けるものなく、一人で恐怖に乗り行く 

 刃こぼれのした أفَلُّ  ここでは、イエメン製の刀 يَمَانٍ 

 

 

ٍ هَََّرر  وْا  اووَفرترو  َّ أَسَْْ نَْْابَ حَلُّوا      ثُر
 
ذَا أ
ِ
 ليَْلهَرمْ حَتََّّ ا

（敵の）多くの若者達は炎天下を行き、夜になれば進んで行く やがて夜の闇が裂けると休息する 

属格が続く 普通は単数形の名詞が続くが、ここでは وの意味の（～多くの）رُبَُّّ وَ 

大勢の感じを出すためと、韻律のため複数形が使われている 

の فَتًى فُتُوٌّ  pl.  若者  َر  Ⅱ 炎天下を行く هَج 

Ⅶ 裂ける、雲や霧が晴れて明 اِنْجَابَ  Ⅳ 夜に行く أَسْرَى

るくなる 
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ُّ مَاضٍ قدَْ ترََدَّى بِمَاضٍ  ذَا مَا يرسَ ُّ  كُر
ِ
قِ ا لبَُْْ

 
ناَ أ  كَس َ

皆、鋭い若者達であり、引き抜いたとき稲妻のきらめきのような刀を身に帯びている 

 Ⅴ ～を身に着ける ـتَرَد ى بِ  鋭い、刀 مَاضٍ 

 抜く（刀を） سَل   きらめき、ひらめき、光 سَنًا

 

رَ  دَّ
 
افٱَ لثَّٱرَْ مِنْْرمْ وَلمََّ

 
لََْ        كْناَ أ

 
لََّ أ
ِ
  ُّ قَ ينَْجر مِلحَْيَّيْنِ ا

我々は彼らに復讐を遂げた 両部族のうち、きわめてわずかの者しか逃れることができなかった 

 （この詩句は唐突に入っているので、後から付け加えられたと言われている。別の位置に入っているものもある） 

まだ～し （後に要求法が続く） لَم ا Ⅷ． （目的を）遂げる اِد رَكَ 

ていない 

يْنُِّ＝ مِلْحَي يْنِ  両部族のう مِنَُّٱلْحَيَّ

ち 
  

 

ا  حْتسََوْا أَنفَْاسَ نوَْمٍ فلَمََّ
 
عَلُّوا     فٱَ شََْ

 
عْتَْرمر فٱَ  ثمَِلروا رر

彼らは睡眠をすするようにうつらうつらした 彼らが酔ったときあなたは彼らを脅かした 

すると彼らは一目散に逃げ出した 

の نَفَس ُّ أَنْفَاس   Ⅷ すする اِحْتَسَى pl. 飲み込むこと 

 脅かす رَاعَُّ＞ رُعْتَ  酔う ثَمِلَ 

   急いで出発する（４語根動詞） اِشْمَعَل  
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لخَْمْرر وَكََنتَْ حَرَامًا  
 
تْ تَُِ ُّ وَبِ     حَلَّتِ أ ىٍ مَا أَلمََّ  لََْ

酒（禁酒の誓い）は解かれた 今までは禁じられていたのであったが 

辛うじて酒はまさに許されんとしている 

と同じ まさに～するとこ كَادَُّ أَلَم   苦労をもって、辛うじて ～する بِلََْىٍ مَا~

ろだ 

 

رٍو   سْقِنِيَّاَ يََ سَوَادَ بْنَ عََْ
 
َ   فٱَ نَّ جِسْمِى ب

ِ
 عْدَ خَالَِ لخََ ُّ ا

だからサワーダ・ブン・アムル（身内か手下の名）よ、私についでくれ 

まことに私の体はおじが死んだ後、痩せ衰えている 

 痩せ衰えた خَلٌّ  يَاُّسَوَادَةُُّ 本来は يَا سَوَادَ 

 

 

１３．ラビードの詩から 

لخَْوَالَِ   لِسَلمَْى 
 
مَنِ أ ِ لد 

 
لمَْذَانِبِ أَلمَْ ترلمِْمْ علَََ أ

 
لقْرفَالِ  بِٱ

 
 فٱَ

 ٍ وَالِ      فجََنْبَِْ صَوْءَرٍ فنَِعَافِ قوَ  لزَّ
 
ثر بِٱ  خَوَالِدَ مَا تََُدَّ

マザーニブに、またクファールに、またサウアルの両端に、あるいはカウワの峠にある 

サルマーの空虚な住まい跡は、滅亡について語ることのない永遠なるものだ（と思われる）が 

あなたはそこにたたずまなかったのか 

لَمَُّّأَُّ لْمِمْ تُ   Ⅳ の要求法 立ち止まる   دِمْنَة ُّ دِمَن の pl. 住まいの跡 
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の خَال ُّ خَوَالٍ  f. ُّ خَالِية の pl. سَلْمَى 女性の名 

, قَوٌّ اَلْ   全て地名    مَذَانِبُ, اَلْقُفَالُ, صَوْءَر 

 の pl. 山の中の高低のある道、峠نَعْف ُّ عَاف  نِ 

のخَالدَِة ُّ خَوَالِدَ  pl. ُّ دِمَن のحَال
（状況）を示す 

 否定 مَا

ثُُّ تَحَد ثُ  が一つ省 ت の تَتَحَدَّ

略されている 
 滅亡、消え去ること زَوَال  

 

لََّ عِ 
ِ
َ  أَهْلرهَا ا  رَارًا          وَعَزْفاً بعَْدَ أَحْياَءٍ حِلََلِ تََُمَّ

ؤْلِفَاتٍ    كَََنَّ رِئاَلهََا أُرْقر  فاَلِ وَخَيْطًا مِنْ خَوَاضِبَ مر
ِ
لَْ
 
 أ

その住まいの人々は旅立って、そこに住んでいた部族の跡に残るものはただ、獣の鳴き声、霊の囁き、 

また、しばしばそこに出没する足赤のダチョウの群れだけである 

そのダチョウの群れの子供達は、灰色のラクダの子のようである 

 獣の鳴き声 عِرَار   Ⅴ （テントを畳んで）旅立つ تَحَم لَ 

の حَى ُّ أَحْيَاء   .霊の囁き عَزْف   pl. 部族、部落 

ة ُّحِلَُّّ حِلََّل    の pl. 集落   خَيْط  or   خِيط ダチョウの群れ（集合名

詞） 

の خَاضِبَة ُّ خَوَاضِبُ  pl.  

足の赤いダチョウ 
 مُؤْلِفَاتٍ 

 Ⅳ しばしば行く の آلَفَُّ

能動分詞（f.pl.）対格 

 にかかるخيطًا 
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の رَأْل ُّ رِئَال   pl. 子供のダチョウ   أُرْق 本来はُّ أؤَْرَقُُّ、 وُرْق の
pl. 灰色のもの 

の أفَِيل ُّ إِفَال   pl. 子供のラクダ   

 

َ  أَهْلرهَا وَأَجَدَّ فِيَّاَ  لََلِ      تََُمَّ لظ ِ
 
يْفِ أَخْبِيَةَ أ لصَّ

 
 نِعَاجر أ

住んでいた人々は旅立って、夏を過ごす雌カモシカが影を得るための住まいをそこに新しく作った 

の نَعْجَة ُّ نِعَاج   pl.  雌カモシカ、

元は羊の意味  َخِبَاء ُّ خْبِيَة  أ の pl.  テント 

بِِ وَقفَْ  نَّ حَتََّّ قاَلَ صََْ لنَّ  تر بِِِ
 
لََِ بِٱ  وَالِ جَزعِْتَ وَليَسَْ ذ 

私はその家の跡にたたずんだ やがて仲間達は言った 

お前は落胆した しかしそれはふさわしいことではない 

  悲しむ جَزِعَ 

لن وَالِ ٱكَ بِ لِ لَيْسَ ذ   كَ بِنَوَالٍ لِ لَيْسَ ذ   =   それはふさわしくない 

 

جَالِ  لس ِ
 
جَالَ علَََ أ لس ِ

 
يلرونَ أ ِ ناَةٍ    يَر وعهَر غرَْبَ س ر مر  كَََنَّ در

彼（自分のこと）の涙はあたかも水汲み人足の二つの桶のようであって桶から桶へと水を汲み移す 

桶  目は二つなので双数を使 غَرْب  

っている   سَان ُّ سُنَاة の pl.  水を汲む人 

の سَجْل ُّ سِجَال   Ⅳ 水を汲み移す أَحَالَ  pl.  水の入った桶 
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ِ
ورٍ طِوَالِ ا  ذَا أَرْوَوْا بِِاَ زَرْعاً وَقضَْبًا      أَمَالروهَا علَََ خر

彼らが桶で畑や青草に水をやるとき、背の高いナツメヤシの木にもそれを傾ける 

（水が沢山あるので良く成長したナツメヤシにまで水をやる,それほど水が入った桶のように涙が多い） 

ارَة ُّ خُور   青草 قَضْب   のخَوَّ pl.実の多いナツメヤシ

（と思われるが、はっきりしない） 

 

لََلِ   تمََنَِّ أَنْ ترلََقَِِ أ لَ سَلمَْى لضَّ
 
نَِ طَرَفر أ لمْر

 
 بَِِطْمَةَ وَأ

お前はハトゥマ（地名）でサルマーの一族に出会いたいと望んでいるが 

希望は迷いの末端（初め）である 

   تَتَمَنَّى ＝ تَمَن ى

 

 َ تَاقر مِثلِْر لخِْ دَوَارِ  مِنْ دِيََرٍ  وَهَْ  يشَ ْ
 
تَُِ وَأ  لََلِ سَ بيَْنَ تََْ

お前みたいな奴がタフティムとヒラール（共に地名）の間にあった、 

今は消えてなくなった住まいの跡にあこがれるのか 

の دَارِس ُّ دَوَارِسُ  pl.  消えてなくなった  

 

تنِِْ     َ ومر تََُضَّْ لهْرمر
 
ذَا أ
ِ
لوِْصَالِ  وَكرنْتر ا

 
ٌ بعَْدَ أ لََّّ تْ خر  وَصَدَّ

مْتر حِبَالهََا وَصَدَدتُّ عَنْْاَ   لِ  بِناَجِيةٍَ تََِ ُّ  صَََ لْكََلَ
 
 عَنِ أ
諸々の憂いが私の前に現れ、いったん結ばれた後で女友達が背を向けたとき 

私は彼女との綱を断ち切り、疲労をものともしない大きな良く走るラクダにまたがり、彼女に背を向けた 
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رَ   背を向ける、拒む صَد   Ⅴ.  現れる تَحَض 

 断ち切る صَرَمَ  友達 خُلٌّ 

 より強くある、大きくある～ جَل  عَنْ ~ 逃れる نَجَا .快速の雌ラクダｃｆ نَاجِيَة  

   疲労 كَلََّل  

 

رْتَُِالَِ 
 
ولَِ وَأ نََاَ نرزر دَافَِ      تَََوَّ لرُّ

 
صر بِٱ  عرذَافِرَةٍ ترقَم ِ

そのラクダはたくましく、後に乗る者をも跳ね飛ばす 

私は宿泊しては出発する旅行でそのラクダをすり減らしてやった（旅に出て乗りこなした）    

たくましい（ラクダ）、前行の عُذَافِر  

 Ⅱ 獣が跳ねる قَم صَ  にかかるناجية

の رَدِيف ُّ رُدَافَى pl.  後ろに乗る

人、家来  َن Ⅴ．すり落とす、磨く、すり減ら تَخَو 

す 

 

ذِينَ علَََ مِثاَلِ كَ  بَاهٍ حر بتْنَاَهر       بِٱشَ ْ
 
ذَا أ
ِ
لهَْاجِرِى ِ ا

 
 عَقْرِ أ

それは、型にはめて一様に作ったレンガで築き上げた、建築技師の城のような、大きなラクダである 

建築技師、 ハジャル地方出身 هَاجِرِيٌّ  城  前述のラクダを例えている عَقْر  

の人 

بْه ُّشُِّ أَشْبَاه   と同じ بَنَى Ⅷ．  Ⅰの اِبْتَنَى  の pl.  似たもの 

の受動態 3.f.pl. 同じも حَذَا حُذِينَ 

のを作る   مِثاَل 型、モデル 
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َّيَالَِ   كَََخْنسََ نَشِطٍ جَادَتْ علَيَْهِ  لل
 
حْدَى أ

ِ
قةَِ وَاحِفٍ ا ْ  بِبُر
そのラクダを例えてみれば元気の良い野牛のようであり、 

ワーヒフ（地名）の石地で、夜通し、豊かな雨がその牛の上に降った 

雲 جَادَ  平たい鼻を持つもの、野牛 أَخْنَسُ  etc.が気前よく雨を降らす 

石地 前述のタラファの詩を参 بُرْقَة  

照 （ラクダを例えた牛の形容がこのあとしばらく続く） 

 

مَالِ  لشَّ
 
هَا بِيَدِ أ وفٌ أَمْرر  أَضَ َّ صِوَارَهر  وَتضََيَّفَتْهر      نطَر

この牛は自分の群れからはぐれた そこへ北風の手中にあった雨雲が客として訪れた（雨を降らせた） 

 牛の群れ صِوَار   Ⅳ．見失う أضَل  

 .雨雲 f نَطُوف   Ⅴ． ～を客として訪れる تَضَي فَ 

北風（この意味の時は شَمَال   f.  「風」

が f. だから）   

 

ورٍ      يلَروذر بِغَرْقدٍَ خَضٍِ  وَضَالِ  رذر َّهر قاَضِِ ن ن  فبََاتَ كَََ
その牛は水気の多いガルカドの木やダールの木に身を避けて、誓いを果たす者のように夜を過ごした 

の能動分詞  （誓い قَضَى قَاضٍ 

を）果たす   نَذْر ُّ نُذُور の pl.  誓い 

 水気の多い . خَضِل   身を寄せる لََذَ 
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ونر علَََ قرََاهر  أَدَارَ  لغْرصر
 
ذَا وَكَفَ أ

ِ
وْقَ حَالًَ بعَْدَ حَالِ ا لرَّ

 
 أ

それらの木の枝が牛の背中に雨水を滴らすとき牛は自分の角を、時にはあちらに、時にはこちらと回す 

 背中 قَرَا 滴る وَكَفَ 

 .  角 رَوْق  

 

 

لن ِصَالِ 
 
رقَبَ أ تَلَِ ن كِبًّا يََْ لهَْالِكِ ِ علَََ يدََيهِْ    مر

 
نروحَ أ  جر

鍛冶屋が腕の上に身を傾け、うつむき、槍（または刀）の錆をすり落としているかのようである 

鍛冶屋、（ハーリクという人名か هَالِكِىٌّ  の動名詞 جَنَحَُّ 傾くこと جُنُوح  

ら出来た語） 

Ⅳ．うつむく  の能動 أكََبَُّّ مُكِبٌّ 

分詞 اِجْتَلَى Ⅷ （刀などの）錆をすり落とす、

磨く 

のنُقْبَة ُّ نُقَب   pl. 錆（小さな穴が一面

にあいた）   نَصْل ُّ نِصَال の pl. 槍先、刀の刃 

 

جَِالِ  فبََاكَرَهر  لر 
 
اقِ غرضْفٌ    ضَوَارِيَاَ تََربُّ مَعَ أ شََْ

ِ
لَْ
 
 مَعَ أ

血に飢えた垂れ耳の犬どもが早朝、日の出と共に現れて、人間どもと一緒になってこの野牛を襲った 

の أغَْضَفُُّ ف  غُضْ  Ⅲ 朝早く訪れる بَاكَرَ  pl.   

耳が垂れ下がった犬 

のضَار ُّ  ضَوَارٍ  pl.   

猟犬、血に飢えた犬  
 ここでは 襲撃する の意味 خَب  
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بْناً وَل كِنْ  ْ  جر لحَْفِيظَةِ لِلقِْتاَلِ ضَ ذِ تعََرُّ   فجََالَ وَلمَْ يََر
 
 ى أ

野牛は走り回るがそれも臆病ゆえではなく、怒りを抱いて戦闘に直面する者のように走り回る 

 Ⅴ姿を現すこと、直面すること تَعَرُّض  

ここでは対格で、「直面する態度

で」   حَفِيظَة 怒り、憤り 

 

 

لحَْمًا وَعدََلنَْ  فغََادَرَ  لفَْرَائِصَ  وَقدَْ  عَنْهر  مر
 
 مِنْ طِحَالِ  خَضَبَ أ

犬のムルハムを置き去りにし、犬どもがわきにそれた（見失った）間に 

犬のティハールの胸元を朱に染めた 

 染める（赤く） خَضَبَ  どちらも犬の名 مُلْحَم ,طِحَال  

の فَرِيصَة ُّ فَرَائِصُ  pl.  胸元   

 

 

لن ِقَالِ 
 
ادر مِنَ أ َ لسّ ِ

 
رًا  كََمَ خَرَجَ أ وْقِ شََْ لرَّ

 
ا بِٱ كُّ صِفَاحَََ  يشَر

犬どもの脇腹を斜めから角で刺し貫く様は 

修理中のぼろ靴から千枚通しが突き出ているかのようである 

の صَفْح ُّ صِفَاح   pl.  脇腹 شَزْرًا 斜めに 

の نَقْل ُّ نِقَال   錐、千枚通し سِرَاد   pl.  破れたもの、修理

中の靴、靴の革 
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لغَْمَرَاتر عَنْهر  
 
سِّر أ لجِْلََلِ كََمَ مَ   وَوَلََّ تَُْ

 
و أ رَاهِنر ذر لمْر

 
 رَّ أ

死の淵にも見放され、覆面をした競走馬が走り去るように、野牛は脱走した 

 を取り除く、脱ぐ、見放す～ حَسَرَ عَنْ  Ⅱ逃げる وَل ى

の غَمْرَة ُّ غَمَرَات   pl.  深淵、死の淵 هِن  مُرا 競走馬 

の جُل ُّ لََّل  جِ  pl.  覆うもの   

 

بتِْذَالِ 
 
 وَوَلََّ عاَمِدًا لِطِيَاتِ فلَجٍْ     يررَاوِحر بيَْنَ صَوْنٍ وَأ

ファルジュの谷間を目指して、ことさらに、小走りと韋駄天走りを交互に繰り返しつつ脱走した 

(طِيَات   わざと、ことさらに عَامِدًا ة ُّطِيَُّّ )طِي ات   の pl. 目的、目指すこ

と 

小川の意味があるが、ここで فَلْج  

は地名ともとれる  َرَاوَح Ⅲ． 交互に行う 

 一生懸命行うこと اِبْتِذَال   守ること、ほどほどにすること صَوْن  

 

قَامِرر بِ  لمْر
 
هْناَ يدََاهر     كََمَ لعَِبَ أ لدَّ

 
ائَِ  أ قُّ خَََ  تشَر

 
 لفِْياَلِ ٱ

前足で木の繁るダハナー（地名）の砂地を通り抜ける様は、山当て遊びで勝負する人のようである 

の خَمِيلَة ُّ خَماَئِلُ  pl.  木の繁る砂地 山当て遊びについては前述のタラファの詩を参照 
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لحَْوْمَانَ  يقَْتَِّى وَأَصْبَحَ 
 
يْفِ  كَنصَْ ِ  فرَْدًا أ لس َّ

 
ودِثَ  أ قَالِ  حر ِ لص 

 
 بِٱ
かくて、研ぎ澄まされた刃のように輝いて、ひとりハウマーン(地名）の野を渡って行く 

  Ⅲ．の受動態حَادَثَُّ حُودِثَ  Ⅷ．  旅をする、渡り歩く اِقْتَرَى

新品同様にする、磨く 

   の動名詞  磨くこと صَقَلَُّ صِقَال  

 

 مُفَاعَلتَُنْ مُفَاعَلتَُنْ فَعُولُنْ  

長長短 長短短長短 長短短長短 

مَنِ ٱلْخَوَالىِ   ألَمَْ تُلْمِمْ عَلىَ ٱلد ِ

 長長短| 長短短  長 短 |長○長  長短 

 

１４．「アラブのラーミーヤ」から  

لْعَرَبِ ٱلََمِي ةُ   脚韻がل の詩をلَمية と呼び、ل 脚韻の詩はたくさんありますが、اَلش نْفَرَى  

シャンファラー作とされるこの詩が特に「アラブのラーミーヤ」と呼ばれて有名なようです。 

  ْ كُر ورَ مَطِي ِ در ى صر  أَقِيمروا بنَِِ أُم ِ

نّ ِ 
ِ
لََ قوَْمِ سِ فاَ

ِ
ْ لَََمْ  ا     ر يَ وَاكُر

母の子供達よ、ラクダの胸を起こせ なぜなら私はあなたがたとは違う部族に心が傾いているからだ 

乗る家畜、ラクダ （集合名詞） مَطِىٌّ 

pl.は مَطَايَا 
  

 

ラビードのこの詩はوَافِر調という韻律で 

できている。これは長音節と単音節の 

組み合わせが上半句、下半句とも左の 

ようになるもの。 

短＋短→長、長→短などに、変わることも

ある。 

ex. この詩の 1行目の上半句 

○印は短＋短→長になっているところ。 
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َّتِ أ قْمِرٌ فقََدْ حُر للَّيْ ر مر

 
  لحَْاجَاتر وَأ

تْ لِطِيَّاتٍ مَطَايََ وَأَرْحر ر  دَّ    وَشر
用意万端整ってまさに今夜は月夜だ 色々な目的のためにラクダや鞍が結び付けられる 

の رَحْل ُّ أَرْحُل   の受動態  整っている حَمَُّّ حُم   pl.  鞍 

 

لََْرْضِ مَ 
 
لََْذَىوَفِِ أ

 
   نٱْ ىً لِلْكَرِيِم عَنِ أ

لر وَفِيَّاَ لِمَنْ  تعََزَّ لقِْلََ مر
 
   خَافَ أ
地上には善き人のため害から隔離された場所があり 

そこにはまた憎しみを怖れる人のために避難所がある 

 憎しみ قِلًى 離れた場所 مَنْأًى

避難する場所（派生形の受動分 مُتَعَز ل  

詞は場所を表せる）   

 

كَ مَا  مْرِئٍ لعََمْرر
 
لََْرْضِ ضِيقٌ علَََ أ

 
  بِٱ

ى رَاغِبًا أَوْ رَاهِبًا وَهْوَ يعَْقِ ر     سََْ
あなたの命に誓って、何かを望んだり怖れたりして夜旅をする人が賢いなら 

その人にとって地上に狭さはない 
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لَّسٌ   يدٌ عَََ ْ أَهْلرونَ س ِ ونكَُر     وَلَِ در

هْلرولٌ وَعَرْفاَءر جَيْٱلَر     وَأَرْقطَر زر
 

私にはあなたがたがいなくても身内がいる 疲れを知らぬ狼 

滑らかなまだらのヒョウ、たてがみの長いハイエナ 

 

 速く走っても疲れを知らない عَمَل س   狼 سِيد  

 滑らかな ل  زُهْلُو  まだらのヒョウ أَرْقَطُ 

 ハイエナ جَيْأَلُ  たてがみの長いハイエナ عَرْفَاءُ 

 

تَوْدَعر  س ْ لََْهْ ر لََ مر
 
ر أ ِ ذَائعٌِ  هُر لسّ ِ 

 
    أ

يَِْ  ذَلر  مْ لَدَ ْ لجَْانِّ بِمَا جَرَّ يُر
 
   وَلََ أ

 

彼らは秘密を託されればもらすこともない者達で 

罪人は犯した罪のことで彼らから見捨てられることもない 

 

 罪人 جان ُّ اَلْجَانِى 預かりもの مُسْتَوْدَع  

 見捨てる خَذَلَ  犯す（罪を） جَر  



59 

 

 

َّنِِ  ٌّ أَبٌِِّ بَسٌِ  غيَْرَ أَن     وَكُر

رَائِدِ أَبسَْ ر  لطَّ
 
ذَا عَرَضَتْ أُولََ أ

ِ
   ا

みんな誇り高く、勇敢である しかし私は、最初の獲物が現れたとき、いっそう勇敢な者だ 

 

の طَرِيدَة ُّ طَرَائِدُ  勇敢な بَاسِل   pl.   獲物 

 

 

ادِ لمَْ أَكرنْ  لزَّ
 
لََ أ
ِ
لََْيدِْى ا

 
تِ أ دَّ نْ مر

ِ
   وَا

لقَْوْمِ أَعَْْ ر 
 
ذْ أَجْشَعر أ

ِ
لِهِمْ ا    بِٱعََْْ

食べものに手が伸ばされたとき、私は決して最も速やかな者ではない 

なぜなら最も貪欲な連中が最も速やかだからである 

 

 

  ٍ لََّ بسَْطَةٌ عَنْ تفََضُّ
ِ
    وَمَا ذَاكَ ا

لََْفْضََ  
 
مْ وَكََنَ أ تَفَض ِ ر علَيََِّْ لمْر

 
   أ

それは彼らに対する親切からの、心の豊かさにほかならない 親切を示す者こそ最も優れた者である 

 

لَ  心の豊かさ、広さ بَسْطَة   Ⅴ 親切にする 動名詞と能動 تَفَض 

分詞が使われている 
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نّ ِ كَفَانِّ فقَْدَ مَنْ ليَسَْ جَازِيًَ 
ِ
    وَا

تعََلَّ ر  نَِ وَلََ فِِ قررْبِهِ مر    بِِرس ْ

يَّعٌ  ش َ ابٍ فرؤَادٌ مر  ثلَََثةَر أَصََْ

صْلِيتٌ وَصَفْرَاءر عَيْطَ ر       ِ
   وَأَبيَْضر ا

 

善をもって報いない者、近くにいても何の楽しみもない者から逃れる手間を 

３者の友が、私に省いてくれる 勇敢な心と磨かれた刀と首の長い弓が 

 

で報いる  ここでは能動分～ جَزَى بِـ に～の手間を省く（人） كَفَى

詞 

 勇敢な مُشَي ع   Ⅴ ～で楽しむ تَعَل لَ بِـ

 磨かれた（刀が） إِصْلِيت   刀 أبْيَضُ 

 首の長い يْطَل  عَ  弓 صَفْرَاءُ 

 

 

 

 

 

 

 

 



61 

 

اَ  ترونِ يزَيِنْر لمْر
 
لسِْ أ لمْر

 
    هَتروفٌ مِنَ أ

ليََّْاَ وَمِحْمَ ر 
ِ
   رَصَائعِر قدَْ نِيطَتْ ا

 

（その弓は）背が滑らかで、弦音高く、吊るされた輪飾りや紐がそれを飾っている 

 

ُّمَلْسَاءُُّ .m أمَْلَسُُّ مُلْس   音を立てる هَتُوف    f.  の

pl. 滑らかな 

の مِتْن ُّ مُتُون   pl.  背中  ُرَصِيعَة ُّ رَصَائِع の pl.  輪飾り 

 刀などの紐 مِحْمَل   吊るす نَاطَ 

 

 

اَ  هْمر حَنَّتْ كَََنََّ لسَّ
 
ذَا زَلَّ عَنْْاَ أ

ِ
     ا

أَةٌ ثكََْْى تررِنُّ وَترعْوِلر  رَزَّ     مر
 

その弓から矢が放たれたとき、子を失って泣き悲しむ、不幸に見舞われた女のように泣き叫ぶ 

 

 弓などが音を立てる حَن   滑る、速く過ぎる زَل  

 子を失った母 ثَكْلَى 不幸に見舞われた مُرَز أ  

 Ⅳ 声を上げて泣く أَعْوَلَ  Ⅳ 嘆く أَرَن  
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نْ تبَتْئَِسْ فَ 
ِ
نْفَرَى أُمُّ قسَْطَ ٍ  ا لش َّ

 
  بِٱ

نْفَرَى قبَْ ر أَطْوَلر  المََ  لش َّ
 
غْتَبَطَتْ بِٱ

 
   أ

 

もし戦いがシャンファラーを失って悲しんだとしても 

それまでにシャンファラーに満足していたことのほうがいっそう長い 

 

は、ち قَسْطَل ُّ 戦いのこと أُمُّ قَسْطَلٍ  Ⅷ 悲しむ اِبْتَأَسَ 
り、ほこり 

 それ以前に قَبْلُ  Ⅷ ～に満足する غْتَبَطَ بِـاِ 

 

 

 

اَ  لقَْوْسَ رَبُِّ
 
سٍ يصَْطَلَِ أ        وَليََلََِّ نََْ

تِِ بِِاَ يتََنبََّ ر  للََّ
 
عَهر أ    وَأَقْطر

 

弓を取る人が、手作りの弓矢を焚いて暖を取るような寒さの厳しい夜 

 

 Ⅷ 暖を取る اِصْطَلَى 逆境 نَحْس  

の قطِْع ُّ أَقْطُع   pl.  矢じり  َتَنَب ل Ⅴ 矢を作る  ُّ نَبْل は矢の
意味 
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بَتَِّ  ْ    دَعَسْتر علَََ غطَْشٍ وَبغَْشٍ وَصَر

رْزِيزٌ وَوَجْرٌ وَأَفكَْر 
ِ
عَارٌ وَا    سر

 

私は飢えとあられ（ひょう）と怖れと震えを道連れに、闇と小雨を踏み分けて行った 

 

 小雨 بَغْش   闇 غَطْش  

 あられ、霧 زِيز  إِرْ  飢え سُعَار  

 震え أَفْكَل   怖れ وَجْر  

 

 

ةً  َّمْتر نِسْوَانً وَأَيتَْمْتر وِلْدَ     فٱَيَ

للَّ 
 
   يْ ر أَليَْ ر وَعردْتر كََمَ أَبدَْأْتر وَأ

 

私は女達をやもめにし、子供達を孤児にした 

そして夜もたけなわのうちに、始めたのと（来たときと）同じように（無事に）引き上げた 

 

）Ⅱ （人を）やもめ أَي مَ  م ُّأَُّ ي  ）にする  َأَيْتَم Ⅳ （人を）孤児（ُّ يَتِيم）にする 

の وَلَد ُّ وِلْدَة   pl.  ُأَلْيَل 闇夜である、夜更けである 
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لغْرمَيْصَاءِ جَالِسًا وَ 
 
    أَصْبَحَ عَنِ ِ بِٱ

ولٌ وَأ خَرر يسَْٱلَر     فرَيِقَانِ مَسْؤر
 

そして朝、私がグマイサー（地名）に引き上げて座っている*とき、敵が２派に分かれて問答し始めた 

 

とは違う意味にと「座っている」* جَالِسًا

る説もある   

 

 

برناَ  تْ بِليٍَْ  كِِلَ     فقََالروا لقََدْ هَرَّ

   فقَرلنْاَ أَذِئبٌْ عَسَّ أَمْ عَسَّ فررْعر ر 
 

ある人々が言った 夜中に我々の犬が鳴いただけだ 

別の人々が言った 狼が見回ったか、ハイエナの子が夜回りをしたのだろう 

 

 見回る 巡回する عَس   吠える(犬が) هَر  

   ハイエナの子 فُرْعُل  
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مَتْ  َّ هَوَّ لََّ نبَْٱةٌَ ثُر
ِ
     فلَََْ تكَر ا

   أَجْدَلر يعَ فقَرلنْاَ قطََاةٌ رِيعَ أَمْ رِ 
 

一声鳴いただけで眠ってしまったのだろう 別の人々が言った ライチョウが驚いたかタカが驚いたのだ 

 

 鳴くこと、叫ぶこと نَبْأَة   تَكُنُّْ ＝ تَكُ 

مَ   ？鳥の一種 ライチョウ قَطَاة   Ⅱ 眠る هَو 

 タカ جْدَلُ أَ  驚かせる  の受動態 رَاعَُّ رِيعَ 

 

نْ يكَر مِنْ جِن ٍ لَََبْرَحَ طَارِقاً 
ِ
    فاَ

نسْر 
ِ
لَْ
 
نسًْا مَا كَهَا أ

ِ
نْ يكَر ا

ِ
   يفَْعَ ر وَا

 

もしジン（魔物）のしわざであったとしても、夜に来て大したことをやったものだ 

もし人間であったとしたら、いや、人間ではとてもこんなことはできないだろう 

 

 夜に訪れる（人） طَارِق   Ⅳ 大したことをする أَبْرَحَ 

   كَمِثْلهَِا ＝ كَهَا
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参考：シャンファラーの遺言と言われる詩 

مٌ   حَرَّ نَّ قبَُِْى مر
ِ
ونِّ ا ر     لََ تقَْبُر

ر  وَل كِنْ أَبشَِِْى أُمَّ     عاَمِرِ  علَيَْكُر
私を葬るな 私の埋葬はあなたがたに禁じられている だが喜べ、ハイエナよ 

   ハイエナのこと أُمُّ عَامِرٍ 

حْتمََلروا رَ 
 
ذَا أ
ِ
لرَّ أْ ا

 
  سِ أَكْثََِىأْ سًِ وَفِِ أ

لتَْقَى ثََُّ سَائِرِى لمْر
 
   وَغرودِرَ عِنْدَ أ

私の大部分がある頭を彼らが持ち去っても 私の残りの部分は戦場に捨てられ、そこにある 

 そこに ثَم   ここでは戦場の意味 مُلْتَقًى

نِّ   ُّ و حَياَةً تسَّر ناَلََِ لََ أَرْجر     هر

لجَْرَائِرِ 
 
بسَْلًَ بِٱ َّيَالَِ مر لل

 
يسَ أ    سََِ

私は、犯した悪事のために引き渡され、決して喜びの生涯を望まない 

 決して～しない ىلل يَالِ ٱ لََ ~ سَجِيسَ 

の جَرِيرَة ُّ ئِرُ جَرَا Ⅳ 引き渡す أَبْسَلَ  pl.  罪 
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結び タラファのムアッラカ詩から 

（９の詩の続き 恋人を鹿にたとえて詠んでいる部分） 

  فِِ 
 
 لحَْى ِ أَحْوَى ينَْفرضر أ

 
  نٌ لمَْرْدَ شَادِ أ

طَىْ لرؤْلرؤٍ وَزَبرَْجَدِ  ظَاهِرر سَِْ  مر
部族の中にアラクの実を振り落す黒い唇の小鹿がいる 緒に通した真珠と貴橄欖石を身につけている 

 アラクの実 أرََاك ُّ مَرْد   黒い、色の濃い唇の أَحْوَى

Ⅲ の能動分詞 重 ظَاهَرَُّ مُظَاهِر   小鹿 شَادِن  

ねて身につける 

 貴橄欖（かんらん）石 زَبَرْجَد   ひも、緒 سِمْط  

 

مِيلٍََّ  ولٌ تررَاعِى رَبْرَبً بَِِ  خَذر

 تنَاَوَلر أَطْرَافَ 
 
  لبَُِْيرِ وَترَْتدَِىأ

仲間から取り残された牝鹿である 野牛の群れと共に茂みの中で食べ、アラクの実の端々を食べ 

木立の中に身を没する 

群れから取り残された、見捨て خَذُول  

られた雌 رَاعَى Ⅲ ～と一緒に草を食べる 

وَلُُّاتَتَنَُّ تَنَاوَلُ  野牛、鹿の群れ رَبْرَب    Ⅴ の ت が一つ

省かれている 

Ⅷ 着る 木の葉が着物のよう تَرْتَدِى アラクの熟した実 بَرِير  

に見えることを言っている 
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نوَ ِ وَتبَسِْ   رًامر عَنْ أَلمَْى كَََنَّ مر

رَّ  لََّ  حر مِْ  دِعْصٌ لََْ أ  ُّتَََ    ندَِ لرَّ
彼女が色の濃い唇で微笑むとき、清らかな砂でできたみずみずしい丘の上に 

カミツレ(カモミール)の花が咲いたようだ 

咲いている ここでは、咲いてい مُنَوِّر   （色の濃い(唇 أَلْمَى

る قْحُوَان ُّأُُّ  カミツレ 

 純粋な حُرٌّ  Ⅴ 間にある、入る تَخَل لَ 

 みずみずしい、湿った نَدٍ  砂の丘 دِعْص  

 

 

 

 

 

 

 

 


